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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

は　

じ　

め　

に

　

石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
は
周
知
の
通
り
、
中
国
国
家
図

書
館
に
一
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
請
求
番
号
一
〇
七
〇
八
、
以
下

「
国
図
蔵
本
」）
が
、
昨
年
同
版
で
あ
る
平
田
昌
司
氏
所
蔵
『
忠
義
水

滸
傳
』（
以
下
「
平
田
氏
蔵
本
」）
が
新
た
に
日
本
で
発
見
さ
れ
た
。
両

本
の
書
誌
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
誌
に
同
時
収
録
さ
れ
て
い
る
上
原

究
一
氏
・
荒
木
達
雄
氏
に
よ
る
詳
細
な
論
述
が
あ
る
の
で
、
両
氏
の

論
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
石
渠
閣
補
刻
本
（
以
下
単
に
石

渠
閣
補
刻
本
と
い
う
版
本
を
指
す
場
合
は
「
石
渠
閣
本
」
と
略
称
）
及
び

平
田
氏
蔵
本
そ
の
も
の
と
、
馬
琴
が
借
覧
し
て
い
た
北
静
廬
所
蔵

『
水
滸
傳
』
の
関
連
を
探
る
。

　

最
初
に
石
渠
閣
本
と
馬
琴
を
結
び
つ
け
た
の
は
白
木
直
也
氏
で
あ

る
。
白
木
氏
は
「
諸
本
研
究
の
立
場
よ
り
見
た
る
瀧
澤
馬
琴
の
水
滸

観
─
水
滸
畫
傳
校
定
原
本
を
中
心
と
し
て
」
に
お
い
て
、『
新
編
水

滸
畫
傳
』（
初
編
十
巻
馬
琴
著
、
以
下
『
畫
傳
』）
冒
頭
の
「
校
定
原

本
」
と
い
う
項
目
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、「
李
卓
吾
評
閲
一
百
回
」

（
以
下
「
評
閲
百
回
」）
と
呼
ば
れ
る
百
回
本
『
水
滸
傳
』
は
、
石
渠

閣
本
だ
と
推
定
し
て
い
る
（
詳
細
は
後
述
）。「
校
定
原
本
」
の
内
容

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

校
定
原
本

李
卓
吾
評
閲
一
百
回
和
俗
こ
れ
を
百

回
本
と
い
ふ

金
聖
歎
外
書
七
十
回
二
本
あ
り
こ
れ
を

聖
歎
本
と
い
ふ

卓
吾
評
点
一
百
七
十
五
回
こ
れ
を
李
卓

吾
本
と
い
ふ

水
滸
後
傳
四
十
回
二
本
あ
り
今
四
十

回
本
こ
れ
を
取
る

飜
刻
二
十
回

①

②

石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お

け
る
受
容
の
一
側
面

─
─
馬
琴
と
北
静
廬
を
手
が
か
り
に
─
─

孫　
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「
評
閲
百
回
」
と
『
畫
傳
』
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
既
に
先
行
研

究
が
あ
り
、
か
つ
て
拙
稿
に
お
い
て
も
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
、
馬
琴
は
『
畫
傳
』
の
序
文
の
中
で
「
評
閲
百
回
」
を
底
本
に
す

る
と
宣
言
し
た
が
、
実
際
に
は
本
文
は
主
に
「
飜
刻
二
十
回
」（
和

刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』）
を
基
と
し
、「
評
閲
百
回
」
を
利
用
し
た
の
は

『
畫
傳
』
後
帙
巻
頭
に
掲
載
す
る
第
五
回
か
ら
第
十
回
の
「
開
詞
」

（
回
の
最
初
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
詩
詞
の
こ
と
、
前
帙
第
一
回
か
ら
第
四
回

に
は
な
い
）
の
み
で
あ
る
。
同
論
文
で
は
「
評
閲
百
回
」
の
版
本
問

題
に
つ
い
て
も
検
討
を
試
み
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
時
石
渠

閣
本
は
未
見
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
外
の
『
水
滸
傳
』
版
本
に
よ

っ
て
考
察
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、「
評
閲
百
回
」
は
百
巻
百
回
系

容
與
堂
本
、
或
い
は
そ
れ
に
近
似
す
る
版
本
で
あ
る
可
能
性
が
最
も

高
い
と
推
測
し
た
。

　

し
か
し
発
表
後
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
同
じ
百
巻
百
回
系
の

平
田
氏
蔵
本
と
い
う
石
渠
閣
本
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

該
本
を
も
比
較
対
象
に
加
え
て
、「
評
閲
百
回
」
の
書
誌
問
題
を
再

度
考
察
し
た
い
。

一　

こ
れ
ま
で
の
考
察

　

検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
『
水
滸
傳
』
の
版
本
継
承
を
示
し
て
お
こ

う
。

　

周
知
の
通
り
『
水
滸
傳
』
に
は
複
数
の
版
本
が
あ
る
。
記
述
の
精

粗
に
よ
っ
て
文
繁
本
と
文
簡
本
に
分
か
れ
る
ほ
か
、
文
繁
本
は
さ
ら

に
大
き
く
百
回
本
、
百
二
十
回
本
、
七
十
回
本
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
石
渠
閣
本
と
そ
の
他
『
水
滸
傳
』
諸
版
本
の
継
承
関
係
に

つ
い
て
は
、
本
誌
に
同
時
掲
載
さ
れ
て
い
る
小
松
謙
氏
に
よ
る
詳
し

い
論
及
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
継
承
図
の
提
示
に
と
ど
め
る

（【
図
一
】、「　

」
を
付
し
た
も
の
は
現
存
し
な
い
こ
と
を
表
す
）。

　

先
述
の
よ
う
に
、
白
木
氏
は
「
評
閲
百
回
」
の
こ
と
を
石
渠
閣
本

だ
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、『
画
傳
』
の
後
帙
巻

頭
に
は
、
第
五
回
か
ら
第
十
回
の
「
開
詞
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。『
水
滸
傳
』
諸
版
本
の
う
ち
、「
開
詞
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
は
文
繁
本
の
百
巻
百
回
系
と
文
簡
本
の
一
部
に
存
在
す
る
の
だ
が
、

第
五
回
か
ら
第
十
回
の
も
の
が
全
て
揃
っ
て
い
る
の
は
百
巻
百
回
系

諸
本
の
み
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
評
閲
百
回
」
は
百
巻
百
回
系
の

③

④

⑤⑥
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

石
渠
閣
本
・
容
與
堂
刊
本
・
覆
容
與
堂
本
或
い
は
四
知
館
刊
本
の
い

ず
れ
か
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
馬
琴
は
「
校
定
原
本
」
の
中
で
、
当
該
百
回
本

『
水
滸
傳
』
を
「
李
卓
吾
評
閲
一
百
回
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

る
（
百
回
の
容
與
堂
刊
本
・
覆
容
與
堂
本
の
巻
頭
題
は
「
李
卓
吾
先
生
批
評
」、

四
知
館
刊
本
は
「
鍾
伯
敬
先
生
批
評
」、
無
窮
会
蔵
本
は
「
李
卓
吾
先
生
批

點
」
と
な
る
）。
一
九
五
四
年
、
石
渠
閣
本
を
底
本
と
す
る
排
印
本

『
水
滸
全
傳
』
が
中
国
で
出
版
さ
れ
た
。
当
該
排
印
本
の
引
首
の
標

題
に
、「
李
卓
吾
評
閲
」
と
い
う
表
示
が
あ
る
た
め
、
白
木
氏
は
「
評

閲
百
回
」
が
排
印
本
『
水
滸
全
傳
』
の
底
本
石
渠
閣
本
だ
と
論
じ
る
。

　

し
か
し
排
印
本
『
水
滸
全
傳
』
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
李
卓
吾

評
閲
」
の
表
示
は
、
引
首
と
第
一
回
の
巻
頭
の
み
に
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
以
降
の
有
無
に
つ
い
て
、
校
注
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　

『
李
卓
吾
評
閲
』
原
本
這
五
字
係
出
剜
補
…
…
本
書
僅
在
這

第
一
回
保
存
原
書
格
式
、
以
下
各
回
、
将
這
五
字
及
施
、
羅
題

名
、
亦
均
刪
去
…

（『
李
卓
吾
評
閲
』
の
こ
の
五
文
字
は
、
原
本
〔
筆
者
注
：
国
図
蔵

本
〕
で
は
補
刻
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
…
…
本
書
で
は
、
こ
の

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

	
 
	

百
巻
百
回
系
（
容
與
堂
刊
本
・
覆
容
與
堂
本
・
四
知
館
刊
本
）

「
祖
本
」	 

 
	「

郭
武
定
本
」	 

 
	

二
十
巻
百
回
系
嘉
靖
本

	
 
 
	

百
巻
百
回
系
石
渠
閣
本　
　

（
平
田
氏
蔵
本
・
国
図
蔵
本
）	 

	
 
	

「
不
分
巻
百
回

系
の
祖
本
」

	 
 
	

不
分
巻
百
回
系
甲
本
（
無
窮
会
蔵
本
等
）

	
 
 
	

不
分
巻
百
回
系
乙
本　
　
　

（
遺
香
堂
、
芥
子
園
刊
本
等
） 

 
	

不
分
巻
百
二
十
回
系

（
全
傳
本
、
全
書
本
） 

 
	

七
十
五
巻
七
十
回
系

（
金
聖
歎
本
）　　

【
図
一
】
文
繁
本
『
水
滸
傳
』
の
版
本
継
承
図
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第
一
回
の
み
原
書
の
形
式
に
従
い
、
以
下
各
回
は
こ
の
五
文
字
及
び

〔
そ
の
下
の
〕
施
耐
菴
集
撰
・
羅
貫
中
纂
脩
を
全
て
削
除
す
る
）

　

つ
ま
り
、
第
一
回
以
降
も
「
李
卓
吾
評
閲
」
の
表
示
が
見
ら
れ
る

か
ど
う
か
、
見
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
何
回
に
確
認
で
き
る
の
か
に
は

言
及
が
な
い
。

　

そ
の
上
、
馬
琴
著
『
玄
同
放
言
』
第
二
集
「
詰
金
聖
歎
」
に
、

「
一
友
人
の
藏
弆
せ
る
百
回
本
は
佳
本
な
り
、
そ
の
書
の
首
巻
闕
た

れ
ば
はマ

マ

、
序
目
出
像
は
、
い
か
な
り
け
ん
し
ら
ず
…
」
と
い
う
一
文

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
馬
琴
が
借
覧
し
て
い
る
「
評
閲
百

回
」
の
首
巻
（
一
般
的
に
は
序
文
・
口
絵
・
目
録
な
ど
を
含
む
始
め
の
部

分
、
ま
た
始
め
と
本
文
の
最
初
の
部
分
を
指
す
）
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
排
印
本
を
根
拠
に
「
評
閲
百
回
」
が
石
渠
閣

本
で
あ
る
と
推
定
す
る
の
は
や
や
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

「
評
閲
百
回
」
と
石
渠
閣
本
の
関
連
に
つ
い
て
、
神
田
正
行
氏
に

も
指
摘
が
あ
る
。

　

…
（
筆
者
注
：
石
渠
閣
本
）
の
内
題
の
左
側
に
『
李
卓
吾
評

閲
』
の
五
文
字
を
補
刻
し
た
箇
所
が
あ
り
、
…
…
『
李
卓
吾
評

閲
』
と
い
う
馬
琴
の
記
述
に
信
を
置
き
、
二
本
が
近
縁
の
関
係

に
あ
る
と
み
な
す
な
ら
ば
…

　

白
木
氏
と
同
様
の
結
論
を
出
さ
れ
た
が
、
神
田
氏
が
依
拠
し
て
い

る
の
は
『
諸
名
家
批
評
忠
義
水
滸
傳
』（
中
華
書
局
一
九
九
七
）
巻
頭

の
二
枚
の
国
図
蔵
本
の
書
影
で
あ
る
と
い
う
。
一
枚
は
第
七
十
五
回

巻
頭
（「
李
卓
吾
評
閲
」
な
し
）
で
あ
り
、
も
う
一
枚
は
第
八
十
二
回

巻
頭
（「
李
卓
吾
評
閲
」
あ
り
）
で
あ
る
。
石
渠
閣
本
は
引
首
と
第
一

回
以
外
に
も
、「
李
卓
吾
評
閲
」
の
表
示
が
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
な
お
後
述
す
る
が
、
馬
琴
は
借
り
て
き
た
「
評
閲
百
回
」
を
ど

こ
ま
で
閲
覧
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
『
畫

傳
』
執
筆
用
に
、
最
初
の
十
回
を
借
覧
し
た
だ
け
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

一
方
、
中
原
理
恵
氏
は
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
日
本
で
最
も

多
く
受
容
さ
れ
て
い
る
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
書
』
の
殆
ど
の

封
面
に
は
、「
卓
吾
評
閲
」
の
表
示
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
先
に
挙
げ
た
拙
稿
で
は
、「
李
卓
吾
評
閲
」
と
い
う
表

示
は
石
渠
閣
本
よ
り
も
百
二
十
回
『
忠
義
水
滸
全
書
』
に
由
来
す
る

⑬

⑭

⑮
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

可
能
性
の
方
が
高
い
と
推
測
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
田
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
所
蔵
本
を
閲
覧
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、【
図
二
】
の
よ
う
に
、
平
田
氏
蔵
本
の
巻
三

か
ら
巻
十
・
巻
二
十
二
・
四
十
三
・
六
十
二
・
八
十
二
の
正
文
巻
頭

に
は
、「
李
卓
吾
評
閲
」
の
表
示
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
（
巻
首
か
ら
巻
二
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
表
示
の
有
無
は
判
断
で
き
な
い

が
、
国
図
蔵
本
の
公
開
画
像
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
引
首
・
巻
一
か
ら
巻

十
・
巻
二
十
二
・
四
十
三
・
六
十
二
・
八
十
二
に
は
表
示
が
見
ら
れ
る
）。

と
す
れ
ば
、
馬
琴
が
い
う
「
李
卓
吾
評
閲
」
と
い
う
表
示
は
石
渠
閣

本
に
由
来
し
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
「
評
閲
百
回
」
は
や
は
り
石
渠
閣
本
で
あ
ろ
う
か
、『
画

伝
』
の
「
開
詞
」
を
手
が
か
り
に
考
察
し
て
み
る
。

二　
『
畫
傳
』
の
「
開
詞
」
と
石
渠
閣
本

　

『
畫
傳
』
第
五
回
か
ら
第
十
回
の
「
開
詞
」
の
う
ち
、『
水
滸

傳
』
諸
版
本
と
の
異
同
が
最
も
見
受
け
ら
れ
る
の
は
第
五
回
と
第
九

回
の
た
め
、
本
稿
で
は
当
該
二
回
分
の
「
開
詞
」
を
例
に
、『
水
滸

傳
』
諸
版
本
と
比
較
を
行
い
た
い
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
五
回
か
ら
第
十
回
の
「
開
詞
」
が
全
て

揃
っ
て
い
る
の
は
百
巻
百
回
系
諸
本
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
版

本
に
は
全
く
同
内
容
の
詩
詞
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
本
文

中
に
移
さ
れ
た
場
合
は
「
開
詞
」
と
呼
べ
な
く
な
る
）。
従
っ
て
、
以
下

比
較
す
る
際
、
百
巻
百
回
系
諸
本
に
限
ら
ず
、
第
五
回
・
第
九
回
の

「
開
詞
」
と
同
内
容
の
詩
詞
が
文
中
に
確
認
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の

諸
版
本
の
詩
詞
も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

⑯

【
図
二
】（
第
五
回
1a
、
平
田
氏
蔵
本
に
拠
る
。
以
下
同
様
）
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二
─
一　

第
五
回
「
開
詞
」

（
京
都
學・歴
彩
館
蔵『
新
編
水
滸
畫
傳
』初
編
後
帙
に
拠
る
。以
下
同
様
）

（
容
與
堂
刊
本
と
覆
容
與
堂
本
の
表
記
が
一
致
し
て
い
る
た
め
、

合
わ
せ
て
「
容
與
堂
本
」
と
称
し
て
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
容
與
堂
刊
本
に

拠
っ
て
記
す
）

（
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
）

　

以
下
の
諸
本
の
詩
詞
は
巻
頭
で
は
な
く
、
文
中
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

（
無
窮
会
蔵
本
影
印
本
に
拠
る
）

（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
）

（
全
傳
本
・
全
書
本
の
表
記
が
一
致
。
東
京
大
学
漢
籍
コ
ー

ナ
ー
藏
『
忠
義
水
滸
全
傳
』〔
神
山
閏
次
旧
蔵
本
〕
に
拠
る
）

畫
傳

石
渠
閣
本

容
與
堂
本

⑰

四
知
館
刊
本

⑱

無
窮
会
蔵
本

⑲

芥
子
園
刊
本

⑳

百
二
十
回
本

㉑
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

　

ナ
シ

（『
京
都
大
学
蔵
潁
原
文
庫
選
集
』
所
収
の
影
印
に
拠
る
）

　

（
書
き
下
し
）
禅
林
を
辞
去
し
て
禅
林
に
入
る
。
知
己
相
逢
え
ば

義
は
金
を
断
つ
。
し
ば
ら
く
威
風
を
把
っ
て
賊
の
胆
を
驚
か
し
。
漫

に
妙
理
を
将
っ
て
禅
心
を
悦
ば
す
。
綽
名
は
久
し
く
喚
び
な
す
花
和

尚
と
。
道
号
は
親
し
く
名
づ
く
魯
智
深
。
俗
願
の
了
る
時
に
は
終
に

果
を
証
せ
ど
も
。
眼
前
に
争
奈
せ
ん
知
音
没
き
を
。

　

『
画
伝
』
第
五
回
の
「
開
詞
」
と
同
内
容
の
詩
詞
が
石
渠
閣
本
・

容
與
堂
本
・
四
知
館
刊
本
・
無
窮
会
蔵
本
・
芥
子
園
刊
本
・
百
二
十

回
本
と
和
刻
本
に
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
諸
本
の
間
に
は
若
干
の
表

記
の
異
同
が
存
在
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
（
和
刻
本
は
無
窮
会
蔵
本

と
同
じ
祖
本
を
持
つ
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
、
両
書
の
表
記
は
一
致
す

る
）。
つ
ま
り
『
画
伝
』
の
表
記
と
完
全
に
合
致
す
る
版
本
は
、
現

在
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
の
中
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
個
別
の
文
字
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

異
同
は
主
に
「
検
・
杙
・
禪
」「
辤
・
辭
」「
逢
・
逄
」「
綽
・

蹕
」「
喚囟貝
・
李
」「
魯
・
晰
」「
荳
・
深
」「

・
願
」
の
八
文
字
に
見

ら
れ
る
。
ま
ず
一
重
傍
線
の
表
記
か
ら
検
討
す
る
。

　

「
検
・
杙
・
禪
」
は
『
画
伝
』
で
は
「
検
」、
石
渠
閣
本
で
は

「
杙
」、
そ
の
他
諸
本
で
は
「
禪
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
画
伝
』
の

「
検
」
は
若
干
石
渠
閣
本
の
表
記
に
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

の
だ
が
、
部
首
「
衤
・
ネ
・
插
」
は
中
国
の
白
話
小
説
の
中
で
も
安

定
し
な
い
た
め
、
判
断
し
難
い
。
ま
た
、「
喚囟貝
・
李
」
に
つ
い
て
、

『
画
伝
』
は
「
喚囟貝
」
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
版
本
は
全
て
「
李
」

と
な
っ
て
い
る
。『
明
清
小
説
俗
語
字
典
』
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
喚囟貝
」
と
書
か
れ
る
表
記
が
見
当
た
ら
ず
、
こ
れ
は
単
な
る
誤
刻
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。「
逢
・
逄
」「
綽
・
蹕
」「
魯
・
晰
」
に
も
違

七
十
回
本

和
刻
本

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖
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い
は
認
め
ら
れ
る
が
、『
画
伝
』
が
用
い
て
い
る
「
逢
」「
綽
」

「
魯
」
は
い
ず
れ
も
今
日
に
至
る
ま
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
馬
琴
が
敢
え
て
書
き
換
え
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
一
重
傍
線
部
分
の
表
記
は
い
ず
れ
も
、
馬
琴
が
使
用
し
た

版
本
を
特
定
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
は
二
重
傍
線
の
「
辤
・
辭
」「

・
願
」
と
「
荳
・
深
」
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
確
認
し
て
み
る
と
、「
辤
」
と
い
う
表
記
は
『
水

滸
傳
』
の
石
渠
閣
本
と
容
與
堂
本
の
ほ
か
、
明
・
嘉
靖
壬
午
序
本

『
三
國
志
通
俗
演
義
』
と
明
刊
本
『
隋
史
遺
文
』
な
ど
、
比
較
的
刊

行
時
期
の
早
い
一
部
の
小
説
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
日
本
で
も
あ
ま
り

見
当
た
ら
な
い
。
対
し
て
「
辭
」
は
明
清
期
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て

い
る
上
、
日
本
に
お
い
て
も
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。『
画
伝
』

の
「
辤
」
は
石
渠
閣
本
か
容
與
堂
本
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

　

「

・
願
」
に
つ
い
て
、
本
誌
に
併
載
さ
れ
て
い
る
小
松
氏
の
論

文
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
石
渠
閣
本
に
お
い
て
、

「yuàn

」
は
「

」「
願
」「
愿
」
の
三
種
類
の
字
体
が
使
わ
れ
て

い
る
の
だ
が
、「

」
と
表
記
さ
れ
る
箇
所
が
最
も
多
い
。
さ
ら
に

「

」
は
『
水
滸
傳
』
諸
版
本
の
う
ち
、
石
渠
閣
本
に
し
か
存
在
し

な
い
特
徴
的
な
字
体
の
た
め
、
こ
の
「
開
詞
」
は
石
渠
閣
本
に
依
拠

し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

一
方
、「
荳
・
深
」
に
つ
い
て
、『
水
滸
傳
』
諸
本
は
す
べ
て

「
深
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
何
故
か
『
畫
傳
』
は
「
荳
」
と

表
記
し
て
い
る
（
平
田
氏
蔵
本
の
本
文
に
も
「
荳
」
と
記
す
箇
所
が
見
当

た
ら
な
い
）。

　

前
出
の
『
明
清
小
説
俗
語
字
典
』
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
荳
」

と
い
う
表
記
は
明
刊
本
『
西
湖
二
集
』・『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
な
ど
に

見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
「
三
言
二
拍
」（
馮
夢
龍
編
纂

『
古
今
小
説
』〔
後
に
『
喩
世
明
言
』
と
改
題
〕・『
警
世
通
言
』・『
醒
世
恒

言
』、
凌
濛
初
編
纂
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』・『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
を
総
称
し
て

「
三
言
二
拍
」
と
い
う
）
を
原
拠
と
し
た
『
和
刻
三
言
』
や
翻
案
小
説

は
当
時
既
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
。
馬
琴

が
こ
の
よ
う
な
短
篇
白
話
小
説
を
閲
覧
し
て
、「
荳
」
の
表
記
を
抄

写
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

㉗
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

二
─
二　

第
九
回
「
開
詞
」

　

ナ
シ

　

ナ
シ

　

ナ
シ

　

ナ
シ

　

ナ
シ

　

（
書
き
下
し
）「
鷓
鴣
天
」
千
古
の
高
風
は
聚
義
亭
。
英
雄
豪
傑
尽

く
驚
く
に
堪
え
た
り
。
智
深
も
し
林
冲
の
死
を
救
わ
ず
ん
ば
、
柴
進

焉
ん
ぞ
能
く
大
名
を
擅
に
せ
ん
や
。
人
は
猛
烈
に
馬
は
猙
獰
た
り
。

相
逢
う
て
芸
を
較
べ
て
専
精
を
論
ず
。
虎
を
縛
り
竜
を
屠
る
手
を
展

げ
開
き
て
。
来
り
戦
う
山
を
移
し
海
を
跨
ぐ
人
に
。

　

第
五
回
と
異
な
り
、
第
九
回
の
「
開
詞
」
と
同
内
容
の
詩
詞
は
、

石
渠
閣
本
・
容
與
堂
本
・
四
知
館
刊
本
の
巻
頭
に
し
か
確
認
で
き
な

い
。
表
記
の
相
違
に
お
い
て
、「
宛
・
聚
」「
爬
・
死
」「
面擢檀
・
擅
」

畫
傳

石
渠
閣
本

容
與
堂
本

四
知
館
刊
本

無
窮
会
蔵
本

芥
子
園
刊
本

百
二
十
回
本

七
十
回
本

和
刻
本

㉘
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「
獰
・
寍獰
」「
蓻
・
蓺
・
廱
」
の
五
つ
の
文
字
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

『
畫
傳
』
は
そ
れ
ぞ
れ
「
宛
」「
爬
」「
面擢檀
」「
獰
」「
蓻
」
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
石
渠
閣
本
は
「
宛
」「
死
」「
面擢檀
」「
獰
」「
蓺
」、
容

與
堂
四
本
は
「
聚
」「
死
」「
擅
」「
寍獰
」「
廱
」、
四
知
館
刊
本
は

「
聚
」「
死
」「
擅
」「
獰
」「
廱
」
と
な
る
（
二
重
傍
線
を
付
し
た
字
は

『
畫
傳
』
と
一
致
す
る
表
記
で
あ
る
）。

　

『
画
伝
』
の
「
蓻
」
は
石
渠
閣
本
の
「
蓺
」
と
若
干
異
な
る
が
、

容
與
堂
本
・
四
知
館
刊
本
の
「
廱
」
と
比
べ
れ
ば
、「
蓺
」
に
近
似

し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、『
畫
傳
』
の
表
記
は
石
渠
閣
本
と
最
も

類
似
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

問
題
な
の
は
「
爬
・
死
」
の
表
記
で
あ
る
。
他
の
版
本
は
全
て

「
死
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、『
畫
傳
』
は
「
爬
」
と
記
し
て
い
る
。

平
田
氏
蔵
本
の
本
文
に
は
、「
爬
」
と
表
記
す
る
箇
所
は
第
二
十
一

回
5a
と
第
五
十
八
回
3a
の
二
箇
所
し
か
な
い
。
こ
の
二
箇
所
よ
り
抄

写
し
た
可
能
性
も
無
論
否
定
で
き
な
い
が
、
先
述
の
通
り
、
第
十
一

回
以
降
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
や
は
り
『
水
滸
傳
』
以

外
の
白
話
小
説
の
影
響
な
の
か
。
第
五
回
の
「
荳
」
の
表
記
と
合
わ

せ
て
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、『
畫
傳
』
の
表
記
と
完
全
に
一
致
す
る
版
本

は
存
在
し
な
い
が
、
現
存
す
る
『
水
滸
傳
』
諸
版
本
の
う
ち
、
最
も

類
似
し
て
い
る
の
は
石
渠
閣
本
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

次
は
馬
琴
の
記
述
を
中
心
に
、「
評
閲
百
回
」
と
石
渠
閣
本
の
関

連
を
考
え
た
い
。

三　
「
評
閲
百
回
」
と
石
渠
閣
本

　

改
め
て
馬
琴
自
筆
資
料
に
見
え
る
「
評
閲
百
回
」
に
関
す
る
記
述

を
並
べ
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

①
…
一
友
人
の
藏
弃
せ
る
百
回
本
は
佳
本
な
り
、
そ
の
書
の
首

巻
闕
た
れ
ば
はマ

マ

、
序
目
出
像
は
、
い
か
な
り
け
ん
し
ら
ず
…

（「
詰
金
聖
歎
」）

②
…
水
滸
傳
唐
本
借
用
の
為
、
青
盧
方
へ
手
が
み
認
之
、
つ
る

や
か
ら
新
ば
し
金
ぱ
る
や
し
き
へ
届
く
れ
候
様
、
た
の
ミ
遣
ス

…
返
書
不
来
…
（『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
文
政
十
年
〔
一
八
二
七
〕
閏

六
月
三
日
）

㉙

㉚
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

③
…
又
百
回
本
は
甚
稀
也
、
一
友
人
の
藏
弆
せ
し
を
享
和
中
に

借
覧
し
た
り
、
そ
の
本
、
首
巻
か
け
て
、
序
目
繡
像
等
は
、
見

る
に
由
な
け
れ
と
も
、
明
板
な
る
へ
し
、
こ
の
外
に
百
回
本
を

見
す
、
珍
書
と
い
ふ
へ
し
…
（『
水
滸
傳
考
』
補
遺
天
保
三
年
〔
一

八
三
二
〕
九
月
十
七
日
）

④
…
百
回
本
ハ
、
靜
盧
所
蔵
之
外
ニ
見
候
事
無
之
候
…
（『
馬

琴
書
翰
集
成
』
天
保
十
年
〔
一
八
三
九
〕
九
月
二
十
四
日
）

　

天
保
十
年
の
時
点
ま
で
に
馬
琴
が
目
睹
し
た
百
回
本
『
水
滸
傳
』

は
友
人
「
青
盧
／
靜
盧
（
北
静
廬
）」
か
ら
借
り
た
一
本
の
み
で
、
該

書
は
唐
本
の
『
水
滸
傳
』
で
、
百
回
、
明
板
、「
李
卓
吾
評
閲
」
の

表
示
が
あ
り
（「
校
定
原
本
」
の
記
述
よ
り
）、
佳
本
で
は
あ
る
が
首
巻

が
欠
け
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　

唐
本
の
『
水
滸
傳
』、
百
回
、「
李
卓
吾
評
閲
」
の
表
示
に
つ
い
て

は
既
に
述
べ
た
た
め
、
以
下
は
友
人
北
静
廬
蔵
本
、
明
板
そ
し
て
佳

本
で
は
あ
る
が
首
巻
が
欠
け
て
い
る
、
と
い
う
三
つ
の
手
が
か
り
か

ら
検
討
を
試
み
る
。

三
─
一　

静
廬
所
蔵

　

江
戸
後
期
の
国
学
者
・
随
筆
作
者
北
静
廬
（
明
和
二
年
〔
一
七
六

五
〕
─
嘉
永
元
年
〔
一
八
四
八
〕）
名
は
慎
言
、
前
称
は
伊
勢
屋
勝
助
。

初
め
は
狂
歌
を
好
み
、
元も

と
の

木も
く

綱あ
み

社
中
に
入
り
、
狂
歌
名
網あ
み

破や
ぶ
り

損ぞ
ん

針は
り

金が
ね

で
狂
歌
を
詠
ん
で
い
た
が
、
の
ち
和
漢
の
書
を
読
破
し
、
博
識
江

戸
当
時
第
一
と
評
判
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
る
。
し
か
し
、
静
廬
の
著
作

は
晩
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
梅
園
日
記
』（
五
巻
五
冊
、
弘
化
五
年
〔
一

八
四
八
〕
刊
）
が
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は
写
本
と
し
て
し
か
残

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
日
で
は
彼
の
学
問
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
（
現
在
把
握
さ
れ
て
い
る
写
本
は
十
三
点
）。

　

耽
奇
会
、
兔
園
会
な
ど
の
会
合
に
参
加
し
、
高
田
與
清
・
岸
本
由

豆
流
・
村
田
了
阿
・
大
田
南
畝
・
谷
文
晁
・
山
﨑
美
成
・
山
東
京

傳
・
山
東
京
山
・
本
間
游
清
・
曲
亭
馬
琴
・
渡
邊
崋
山
ら
と
親
し
く

往
来
し
て
い
る
。
弟
子
に
は
石
橋
真
国
・
高
島
千
春
・
石
塚
豊
芥
子

な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

川
瀬
一
馬
氏
に
よ
れ
ば
、
北
静
廬
は
相
当
蔵
書
に
富
み
、
人
に
貸

す
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
だ
が
、
殆
ど
蔵
書
印
を
捺
す
こ
と
を
し

㉛

㉜

㉝㉞

㉟

㊱
㊲
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な
か
っ
た
上
、
度
々
火
災
に
罹
っ
て
自
家
の
稿
本
さ
え
も
失
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
蔵
書
の
如
き
も
余
り
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

前
掲
の
馬
琴
自
筆
資
料
②
③
に
お
い
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
馬
琴

は
二
度
北
静
廬
か
ら
『
水
滸
傳
』
を
借
り
よ
う
と
し
た
が
、
二
度
目

は
叶
わ
な
か
っ
た
（
一
度
目
は
享
和
中
〔
一
八
〇
一
～
一
八
〇
四
〕、
二

度
目
は
文
政
十
年
〔
一
八
二
七
〕
の
こ
と
で
あ
る
）。
理
由
は
述
べ
て
い

な
い
が
、
も
し
か
す
る
と
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）『
夷
堅
志
』
借
覧

の
件
同
様
、「
目
下
出
入
の
屋
鋪
に
貸
し
て
あ
る
か
ら
、
返
却
を
受

け
次
第
届
け
る
」
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
し
、
日
記
を
見
る
限
り
、
二
度
目
の
閲
覧
機
会
は
、
つ
い
に
訪
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

で
は
、
北
静
廬
が
所
持
し
て
い
た
『
水
滸
傳
』
は
石
渠
閣
本
な
の

か
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

北
静
廬
の
唯
一
の
著
作
『
梅
園
日
記
』
に
あ
る
「
金
聖
歎
が
水
滸

傳
第
八
囘
の
總
批
に
、
先
言
胖
大
。
而
後
言
皂
布
直
裰
者
、
驚
心
駭

目
之
中
、
但
見
其
為
胖
大
、
未
及
詳
其
脚
色
也
…
」
の
一
節
か
ら
、

静
廬
は
七
十
回
金
聖
歎
本
を
閲
覧
或
い
は
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、『
梅
園
日
記
』
に
み
え
る
『
水
滸
傳
』
か
ら
の
引

用
は
、
す
べ
て
七
十
回
本
に
よ
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば

『
梅
園
日
記
』
巻
三
で
、「
女
房
」
と
い
う
単
語
を
説
明
す
る
際
に

『
水
滸
傳
』
の
本
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
分
は
『
梅
園
日

記
』
の
表
記
と
異
な
る
箇
所
で
あ
る
）。

…
清
河
縣
裡
、
有
一
箇
大
戸
人
家
、
有
箇
使
女
、
小
名
喚
做
潘
金

蓮
、
年
方
二
十
餘
歳
、
頗
有
些
顔
色
、
因
爲
那
箇
大
戸
要
纒
他
、

這
使
女
只
是
去
告
主
人
婆
、
意
下
不
肯
依
從
、
那
箇
大
戸
、
以
此

恨
記
於
心
、
却
倒
賠
些
房
奩
、
不
要
武
大
一
文
錢
、
白
白
地
嫁
與

他
…

（『
古
本
小
説
集
成
』
所
収
の
影
印
に
據
る
）

…
清
河
縣
裏
、
有
一
箇
大
戸
人
家
、
有
箇
使
女
、
娘
家
姓
潘
小
名

喚
做
金
蓮
、
年
方
二
十
餘
歳
、
頗
有
些
顔
色
、
因
爲
那
箇
大
戸
要

纏
他
、
這
女
使
只
是
去
告
主
人
婆
、
意
下
不
肯
依
從
、
那
箇
大
戸
、

以
此
記
恨
於
心
、
却
倒
賠
些
房
奩
、
不
要
武
大
一
文
錢
、
白
白
地

嫁
與
他
…

㊳
㊴

㊵

梅
園
日
記

㊶
七
十
回
本
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

　

『
梅
園
日
記
』
は
そ
れ
ぞ
れ
「
縣
裡
」「
小
名
喚
做
潘
金
蓮
」「
使

女
」「
恨
記
於
心
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
七
十
回
本
は
「
縣
裏
」

「
娘
家
姓
潘
小
名
喚
做
金
蓮
」「
女
使
」「
記
恨
於
心
」
と
あ
る
。
文

字
表
記
の
み
な
ら
ず
、
文
章
自
体
に
も
異
同
が
あ
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
他
『
水
滸
傳
』
諸
版
本
の
対
応
箇
所

は
以
下
の
通
り
と
な
る
。

…
清
河
縣
裡
、
有
一
箇
大
戸
人
家
、
有
箇
使
女
、
小
名
喚
做
潘
金

蓮
、
年
方
二
十
餘
歳
、
頗
有
些
顔
色
、
因
爲
那
箇
大
戸
要
纒
他
、

這
使
女
只
是
去
告
主
人
婆
、
意
下
不
肯
依
從
、
那
箇
大
戸
、
以
此

恨
記
於
心
、
却
倒
賠
些
房
奩
、
不
要
武
大
一
文
錢
、
白
白
地
嫁
與

他
…

…
清
河
縣
裡
、
有
一
箇
大
戸
人
家
、
有
箇
使
女
、
小
名
喚
做
潘
金

蓮
、
年
方
二
十
餘
歳
、
頗
有
些
顔
色
、
因
為
那
箇
大
戸
要
纒
他
、

這
女
使
只
是
去
告
主
人
婆
、
意
下
不
肯
依
従
、
那
箇
大
戸
、
以
此

恨
記
於
心
、
却
倒
賠
些
房
奩
、
不
要
武
大
一
文
錢
、
白
白
地
嫁
與

他
…

…
淸
河
縣
裡
、
有
一
箇
大
戸
人
家
、
有
箇
使
女
、
小
名
喚
做
潘
金

蓮
、
年
方
二
十
餘
歳
、
頗
有
些
顔
色
、
因
爲
那
箇
大
戸
要
纏
他
、

這
女
使
只
是
去
告
主
人
婆
、
意
下
不
肯
依
從
、
那
箇
大
戸
、
以
此

恨
記
于
心
、
却
倒
賠
些
房
奩
、
不
要
武
大
一
文
錢
、
白
白
地
嫁
與

他
…

…
淸
河
縣
裡
、
有
一
箇
大
戸
人
家
、
有
箇
使
女
、
小
名
喚
做
潘
金

蓮
、
年
方
二
十
餘
歳
、
頗
有
些
顔
色
、
因
爲
那
箇
大
戸
要
纒
他
、

這
女
使
只
是
去
告
主
人
婆
、
意
下
不
肯
依
從
、
那
箇
大
戸
、
以
此

恨
記
于
心
、
却
倒
賠
些
房
奩
、
不
要
武
大
一
文
錢
、
白
白
地
嫁
與

他
…

…
淸
河
縣
裏
、
有
一
箇
大
戸
人
家
、
有
箇
使
女
、
小
名
喚
做
潘
金

蓮
、
年
方
二
十
餘
歳
、
頗
有
些
顔
色
、
因
爲
那
箇
大
戸
要
纒
他
、

這
女
使
只
是
去
告
主
人
婆
、
意
下
不
肯
依
從
、
那
箇
大
戸
、
以
此

記
恨
於
心
、
却
倒
賠
些
房
奩
、
不
要
武
大
一
文
錢
、
白
白
地
嫁
與

梅
園
日
記

石
渠
閣
本

容
與
堂
本

四
知
館
刊
本

無
窮
会
蔵
本
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他
…

…
淸
河
縣
裏
、
有
一
箇
大
戸
人
家
、
有
箇
使
女
、
小
名
喚
做
潘
金

蓮
、
年
方
二
十
餘
歳
、
頗
有
些
顔
色
、
因
爲
那
箇
大
戸
要
纒
他
、

這
女
使
只
是
去
告
主
人
婆
、
意
下
不
肯
依
從
、
那
箇
大
戸
、
以
此

記
恨
於
心
、
却
倒
賠
些
房
奩
、
不
要
武
大
一
文
錢
、
白
白
地
嫁
與

他
…

…
淸
河
縣
裏
、
有
一
箇
大
戸
人
家
、
有
箇
使
女
、
小
名
喚
做
潘
金

蓮
、
年
方
二
十
餘
歳
、
頗
有
些
顔
色
、
因
爲
那
箇
大
戸
要
纒
他
、

這
女
使
只
是
去
告
主
人
婆
、
意
下
不
肯
依
從
、
那
箇
大
戸
、
以
此

記
恨
於
心
、
却
倒
賠
些
房
奩
、
不
要
武
大
一
文
錢
、
白
白
地
嫁
與

他
…　

ナ
シ

　

『
梅
園
日
記
』
は
二
行
目
の
「
使
女
」
を
除
け
ば
、
百
巻
百
回
系

の
石
渠
閣
本
・
容
與
堂
本
・
四
知
館
刊
本
の
表
記
と
最
も
近
似
し
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。「
清
・
淸
」「
歳
・
歳
」「
從
・
従
」「
於
・

于
」
に
は
細
か
な
表
記
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
当
時
の

書
物
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
表
記
で
あ
る
た
め
、
意
図
的
な
書
き
換

え
と
も
取
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

　

「
使
女
」「
女
使
」
に
つ
い
て
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
刊
『
名

物
六
帖
』
の
中
で
、
伊
藤
東
涯
は
既
に
両
者
を
「
ツ
カ
イ
オ
ン
ナ
」

と
訓
読
し
た
上
で
、『
列
仙
傳
』『
水
滸
傳
』『
無
冤
録
註
』
の
用
例

を
挙
げ
た
。
北
静
廬
の
著
作
と
さ
れ
る
も
の
の
中
に
も
、
現
存
し
な

い
が
「
水
滸
傳
新
訳
」（
十
二
巻
）、「
俗
語
類
訳
」
な
ど
訳
書
ら
し

き
も
の
が
見
ら
れ
、
静
廬
は
相
当
白
話
語
彙
に
精
通
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
静
廬
で
あ
れ
ば
、「
女
使
」
と
「
使
女
」
は

同
様
の
意
味
を
有
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で
、
こ
こ
は
一
行

目
の
「
有
箇
使
女
」
の
流
れ
で
、「
女
使
」
を
「
使
女
」
に
誤
記
し

て
し
ま
っ
た
と
連
想
さ
れ
る
。

　

写
本
「
静
廬
俗
考
」
に
も
一
箇
所
の
み
で
は
あ
る
が
、『
水
滸

傳
』
関
連
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。

（
巻
五
。「
説
詭
就
害
」
の
上
に
線
で
消
さ
れ
た
跡
が
見
受
け
ら

れ
、
さ
ら
に
貼
り
紙
で
「
詭
を
説
バ
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
）

芥
子
園
刊
本

百
二
十
回
本

和
刻
本

静
廬
俗
考
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

　

水
滸
傳
後
槽
が
武
松
に
對
し
て
云
ふ
語
、
小
人
説
詭
就
害
す
な

わ
ち
疔
瘡
を
害
ハ
ン
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詭
を
説
バ

　

こ
れ
は
『
水
滸
傳
』
第
三
十
一
回
、
武
松
は
自
分
が
張
都
監
・
張

團
練
・
蒋
門
神
に
は
め
ら
れ
た
の
を
知
り
、
護
送
人
を
殺
し
て
密
か

に
張
都
監
の
家
に
引
き
返
し
て
、
後
槽
（
馬
丁
）
に
三
人
の
居
場
所

を
尋
ね
る
場
面
で
あ
る
。

　

ま
た
「
静
廬
俗
考
」
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
な
北
静
廬
に
よ
る
識

語
が
存
在
す
る
。

　

書
中
に
引
用
す
る
漢
籍
ど
も
、
原
文
の
ま
ゝ
に
擧
べ
き
事
な

る
を
、
童
蒙
の
讀
易
か
ら
ん
為
に
と
書
舗
の
乞
に
任
て
。
今
假

字
文
に
引
直
す
と
い
へ
ど
も
。
一
字
一
語
も
私
に
増
減
せ
ず
助

辞
を
省
て
復
文
せ
バ
、
原
書
の
体
を
見
に
足
ん
…

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
静
廬
の
仮
名
文
を
原
文
に
直
す
と
「
小
人
説
詭

就
害
疔
瘡
」
と
な
る
。
対
し
て
『
水
滸
傳
』
の
石
渠
閣
本
、
無
窮
会

藏
本
、
芥
子
園
刊
本
、
百
二
十
回
本
、
七
十
回
本
は
「
後
槽
道
、
小

人
説
謊
就
害
疔
瘡
（
馬
丁
が
い
う
、
も
し
小
人
が
嘘
を
言
っ
た
ら
固
根
に

か
か
り
ま
す
と
）」、
容
與
堂
本
、
四
知
館
刊
本
は
「
後
槽
道
、
小
人

説
慌
就
害
疔
瘡
」
で
あ
る
（
和
刻
本
は
二
十
回
ま
で
し
か
刊
行
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
該
当
箇
所
な
し
）。

　

『
水
滸
傳
』
諸
本
に
は
「
説
詭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
版
本
が
な
く
、

こ
れ
は
同
じ
言
偏
の
「
謊
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
ま
ず

容
與
堂
本
、
四
知
館
刊
本
に
よ
る
可
能
性
が
な
く
な
る
。
そ
し
て
、

先
の
『
梅
園
日
記
』
の
対
照
結
果
を
も
合
わ
せ
る
と
、
も
し
引
用
が

百
巻
百
回
本
以
外
の
版
本
に
よ
っ
た
と
す
れ
ば
七
十
回
本
が
考
え
ら

れ
、
も
し
百
巻
百
回
本
に
よ
っ
た
と
す
れ
ば
石
渠
閣
本
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。三

─
二　

明
板

　

馬
琴
は
「
評
閲
百
回
」
が
「
明
板
な
る
へ
し
」
と
鑑
別
し
て
い
る

の
だ
が
、
そ
の
根
拠
は
何
で
あ
ろ
う
。

　

今
日
で
は
、
刊
記
が
あ
る
も
の
は
刊
記
、
刊
記
が
無
け
れ
ば
序

文
・
跋
文
、
そ
れ
で
も
な
い
も
の
は
版
框
（
特
に
版
心
の
白
口
／
黒
口
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と
白
魚
尾
／
黒
魚
尾
）、
ま
た
は
字
体
（
宋
代
の
木
版
本
の
書
体
に
は
、
欧

陽
詢
・
柳
公
権
・
顔
真
卿
の
三
家
を
模
倣
し
た
も
の
が
多
く
、
元
代
か
ら
明

萬
暦
の
初
期
頃
に
至
る
ま
で
趙
子
昂
の
趙
体
字
が
流
行
し
、
明
末
以
降
は
い

わ
ゆ
る
明
朝
体
が
主
流
と
な
る
）
で
判
断
し
て
い
る
が
、
当
時
で
も
同

様
の
鑑
別
基
準
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

清
・
錢
泳
（
一
七
五
九

－

一
八
四
四
年
）『
履
園
叢
話
』「
叢
話
十
二

藝
能
・
刻
書
」
に
「
有
明
中
葉
、
寫
書
匠
改
爲
方
筆
、
非
顔
非
歐
、

已
不
成
字
（
明
代
中
期
、
木
版
職
人
は
字
体
を
「
方
筆
」
に
換
え
、〔
こ
の

字
体
は
〕
顔
体
で
も
欧
体
で
も
な
く
、
已
に
文
字
と
し
て
成
り
立
た
な

い
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
代
中
期
以
降
の
版
木
に
は
字
体
の
変

化
が
生
じ
、
清
の
人
は
こ
の
新
し
い
字
体
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
。「
方
筆
」
は
す
な
わ
ち
明
朝
体
の
こ
と
で
、
仿
宋
体
・
方

匠
体
・
匠
体
字
と
も
い
う
。

　

同
時
期
の
日
本
で
も
同
じ
鑑
別
意
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ

が
、
具
体
的
な
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
馬
琴

が
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
四
月
執
筆
の
「
三
遂
平
妖
傳
国
字
評
」

で
は
、「
…
原
本
三
遂
平
妖
伝
の
有
像
。
甚
妙
也
。
明
の
萬
暦
板
の

西
遊
記
と
西
洋
記
の
有
像
は
。
同
画
工
の
筆
な
る
べ
し
…
」
と
述
べ
、

明
版
の
『
西
遊
記
』
に
触
れ
て
い
る
。

　

神
田
氏
に
よ
れ
ば
、
馬
琴
が
西
田
維
則
訳
『
絵
本
西
遊
記
』（
文

化
三
年
〔
一
八
〇
六
〕、
文
金
堂
等
刊
）
に
贈
っ
た
序
文
「
陳
元
之
刊
西

遊
記
序
」
は
、
彼
が
文
化
初
年
に
「
購
得
」
し
た
『
西
遊
記
』
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
序
文
は
世
徳
堂
本
『
西
遊
記
』（『
新
刊
出
像

宮
板
大
字
西
遊
記
』）
の
陳
元
之
序
と
二
箇
所
の
細
か
な
異
同
（「
不

亦
」〔
世
徳
堂
本
は
「
亦
不
」〕、「
主
」〔
世
徳
堂
本
は
「
生
」〕）
が
あ
る
ほ

か
、
末
尾
の
年
記
「
時
壬
辰
夏
端
四
日
也
」
を
欠
く
と
い
う
特
徴
を

持
っ
て
い
る
が
、
同
じ
く
陳
元
之
序
を
持
つ
蔡
敬
吾
本
・
朱
継
源
本

（『
唐
僧
西
遊
記
』）
や
楊
閩
齋
本
（『
鼎
鐫
京
本
全
像
西
遊
記
』）
よ
り
も

世
徳
堂
本
に
近
い
字
句
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
神
田

氏
は
該
本
を
「
世
徳
堂
本
そ
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
極
め
て

類
似
す
る
版
本
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
」
と
し
、
さ
ら
に
世
徳
堂
本
の

挿
絵
が
『
三
遂
平
妖
傳
』・『
西
洋
記
』
と
同
じ
見
開
き
形
式
で
特
徴

が
似
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

仮
に
馬
琴
が
購
得
し
た
『
西
遊
記
』
に
、
世
徳
堂
本
『
西
遊
記
』

と
同
じ
く
「
壬
辰
」
の
年
記
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は

萬
暦
壬
辰
（
万
暦
二
十
〔
一
五
九
二
〕
年
）
と
特
定
し
が
た
い
。
馬
琴

㊷

㊸

㊹

㊺
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

購
得
本
の
序
末
の
年
記
が
世
徳
堂
本
と
は
違
っ
て
、
年
号
が
記
さ
れ

た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
な
い
限
り
、
馬
琴
が
「
萬
暦
板
」
だ

と
判
断
し
た
の
は
、
萬
暦
二
十
五
年
序
刊
本
『
西
洋
記
』
と
の
挿
絵

や
字
体
・
版
式
な
ど
の
類
似
に
よ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
馬
琴
は
萬
暦
刊
本
の
ス
タ
イ
ル
を

知
っ
て
お
り
、
版
本
を
見
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

一
方
、
馬
琴
が
北
静
廬
か
ら
借
覧
し
て
い
た
『
水
滸
伝
』
は
首
巻

が
欠
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
序
文
に
よ
る
判
断
は
不
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、
本
誌
に
併
載
さ
れ
て
い
る
上
原
・
荒
木
論
文
で
も
論
及
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
石
渠
閣
本
の
版
心
に
は
「
康
煕
五
年
／
石
渠
閣

補
」
と
補
刻
さ
れ
て
い
る
箇
所
（
計
十
一
箇
所
）
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
第
十
一
回
九
葉
・
十
葉
、
第
二
十
一
回
一
葉
・
二
葉
、
第
三
十
七

回
十
葉
、
第
四
十
一
回
十
三
葉
・
十
四
葉
、
第
六
十
二
回
十
三
葉
か

ら
十
六
葉
で
あ
る
（
第
六
十
二
回
の
第
一
葉
・
第
二
葉
に
も
僅
か
な
が
ら

削
ら
れ
た
痕
跡
が
確
認
で
き
る
）。

　

も
し
馬
琴
が
こ
の
版
心
を
見
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、「
康
熙
五

年
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
、
第

十
一
回
は
『
畫
傳
』
第
十
回
の
林
冲
物
語
の
続
き
で
あ
り
、
第
二
十

一
回
は
宋
江
が
閻
婆
惜
を
殺
す
名
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
馬
琴
は

こ
れ
に
つ
い
て
何
も
言
及
し
て
い
な
い
。

　

想
定
さ
れ
る
理
由
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
彼
が
『
畫
傳
』
執

筆
用
に
最
初
の
十
回
だ
け
を
借
覧
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
可
能
性
で

あ
る
。
二
つ
目
は
、
第
十
回
以
降
も
閲
覧
し
た
が
、
版
心
に
あ
っ
た

「
康
熙
五
年
」
と
い
う
文
字
を
見
落
と
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
で
あ

る
。
三
つ
目
は
「
康
熙
五
年
」
に
気
付
い
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
こ

の
四
文
字
は
あ
く
ま
で
も
ご
く
一
部
の
補
刻
葉
に
し
か
存
在
し
な
い

た
め
、
馬
琴
は
原
刻
部
分
に
つ
い
て
明
版
と
判
断
し
た
可
能
性
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
明
板
」
と
判
断
し
た
以
上
、
彼
の
鑑
別
は

版
心
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

序
文
と
版
框
以
外
、
馬
琴
は
何
を
手
が
か
り
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
場
合
、
一
番
の
手
が
か
り
は
字
体
だ
と
思
わ
れ
る
。
世
徳
堂
本

『
西
遊
記
』
の
字
体
は
、
明
朝
体
以
前
に
使
わ
れ
て
い
る
古
い
も
の

で
あ
り
、
馬
琴
所
有
の
明
萬
暦
板
『
西
遊
記
』（
世
徳
堂
本
そ
の
も
の

か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
極
め
て
類
似
す
る
版
本
）
も
近
い
字
体
が
用
い
ら

れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

㊻

㊼
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現
存
す
る
文
繁
本
『
水
滸
傳
』
の
う
ち
、
と
り
わ
け
古
い
字
体
を

保
っ
て
い
る
の
は
嘉
靖
本
と
石
渠
閣
本
の
二
本
で
あ
る
。
嘉
靖
本
は

現
在
中
国
国
家
図
書
館
に
残
本
（
第
四
十
七
回
か
ら
第
四
十
九
回
と
第

五
十
一
回
か
ら
第
五
十
五
回
の
計
八
回
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
み
で

あ
る
上
、
ど
こ
に
も
「
評
閲
」
の
文
字
が
見
え
な
い
（
無
論
批
評
も

付
い
て
い
な
い
）。
そ
れ
ゆ
え
、「
評
閲
百
回
」
は
前
章
で
考
証
し
た

通
り
、
石
渠
閣
本
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

石
渠
閣
本
は
現
在
日
本
国
内
で
は
平
田
氏
蔵
本
の
一
本
し
か
発
見

さ
れ
て
い
な
い
上
、
明
萬
暦
以
前
に
使
わ
れ
て
い
る
趙
体
字
で
あ
る
。

そ
し
て
馬
琴
が
列
挙
し
て
い
る
唐
本
・
百
巻
百
回
・「
李
卓
吾
評

閲
」
の
表
示
が
あ
る
な
ど
の
特
徴
と
も
合
致
し
て
い
る
。

　

で
は
「
評
閲
百
回
」
は
す
な
わ
ち
平
田
氏
蔵
本
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
。
次
の
手
が
か
り
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

三
─
三　

首
巻
闕
た
れ
ば

　

第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
首
巻
は
一
般
的
に
、
序
文
・
口

絵
・
目
録
な
ど
を
含
む
始
め
の
部
分
、
ま
た
始
め
と
本
文
の
最
初
の

部
分
を
指
し
て
い
る
が
、
馬
琴
が
い
う
「
首
巻
」
は
ど
こ
ま
で
だ
ろ

う
か
。

　

北
静
廬
の
も
う
一
つ
の
『
水
滸
傳
』
に
関
す
る
記
述
は
、「
千
慮

失
得
」
に
見
ら
れ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
に
は
二
種
類
の
写
本
が
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
一
つ
は
北
静
廬
の
自
筆
原
稿
で
あ
り
、
一
つ
は
弟
子
石

橋
眞
国
に
よ
る
抄
写
本
で
あ
る
。『
水
滸
傳
』
の
同
箇
所
と
突
き
合

わ
せ
て
み
る
。

（
自
筆
原
稿
）

　

水
滸
傳
ニ
十
一
ウ

一　

回
王
進
荅
道
姓
張

（
石
橋
真
国
写
本
）

按
す
る
に
、
水
滸
傳
巻二
曰
、
王
進
荅
道
姓
張
と
有
り
是
に
ハ
非
す

や
。

（
九
オ　

巻
二
第
二
回
）
王
進
荅
道
小
人
姓
張

（
十
ウ　

巻
二
第
二
回
）
王
進
荅
道
小
人
姓
張

（
八
ウ　

巻
二
第
二
回
）
王
進
荅
道
小
人
姓
張

（
十
九
オ　

巻
六
第
一
回
）
王
進
答
道
小
人
姓
張

（
十
一
オ
～
十
一
ウ　

第
二
回
）
王
進
答
道
小
人
姓
張

　

欠

千
慮
失
得

千
慮
失
得

石
渠
閣
本

容
與
堂
本

四
知
館
刊
本

七
十
回
本

無
窮
会
蔵
本

芥
子
園
刊
本
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

（
十
二
オ　

第
二
回
）
王
進
答
道
小
人
姓
張

（
十
一
オ
～
十
一
ウ　

第
二
回
）
王
進
答
道
小
人
姓
張

　

表
記
の
相
違
は
「
荅
・
答
」
の
文
字
に
見
ら
れ
る
。「
千
慮
失

得
」・
石
渠
閣
本
・
容
與
堂
本
・
四
知
館
刊
本
は
「
荅
」
で
あ
る
一

方
、
そ
の
他
諸
本
は
全
て
「
答
」
と
な
っ
て
い
る
。『
水
滸
傳
』
の

全
文
に
お
い
て
も
、
石
渠
閣
本
・
容
與
堂
本
・
四
知
館
刊
本
は
原
則

と
し
て
「
荅
」
と
刻
さ
れ
て
お
り
、「
答
」
が
見
え
る
の
は
稀
で
あ

る
。
対
し
て
、
無
窮
会
蔵
本
・
芥
子
園
刊
本
で
は
混
用
さ
れ
、
百
二

十
回
本
・
七
十
回
本
で
は
「
答
」
の
方
が
多
い
。

　

「
千
慮
失
得
」
の
表
記
は
石
渠
閣
本
・
容
與
堂
本
或
い
は
四
知
館

刊
本
に
影
響
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
次
の
『
畫
傳
』
の
例
を

見
て
み
よ
う
。
例
①
②
で
は
、
底
本
の
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
は

「
答
」
と
す
る
が
、『
畫
傳
』
は
「
荅
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

例
③
に
お
い
て
、
原
文
に
は
「
荅
」「
答
」
が
な
い
が
、『
畫
傳
』
は

「
荅
」
を
補
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

例
①

（	

第
一
回
）
…
太
尉
指
着
門
道
、
此
殿
是
甚
麼
去
處
、
眞
人

答
道
…

　

		

洪
信
見
て
。
こ
れ
は
い
か
な
る
故
あ
り
て
。
か
く
厳
く
鎖

し
て
。
封
皮
を
貼
お
く
に
や
と
問
ば
。
住
持
荅
て
…

例
②

（
第
七
回
）
…
智
深
道
、
教
頭
今
日
縁
何
到
此
、
林
冲
答
道
…

（	

巻
之
八
）
…
教
頭
に
は
何
の
故
あ
り
て
。
這
里
に
來
給
ひ
し

と
問
。
林
冲
荅
て
…

例
③

（	

第
四
回
）
…
智
深
兀
那
漢
子
你
那
桶
裏
甚
麼
東
西
、
那
漢

子
道
好
酒
…

（	

巻
之
五
）
智
深
彼
漢
子
を
招
き
。
そ
れ
な
る
桶
の
中
に
納
し

は
。
い
か
な
る
物
ぞ
と
問
に
。
彼
漢
子
荅
て
。
好
酒
…

　

従
っ
て
、
こ
の
表
記
だ
け
で
は
判
断
し
が
た
い
。
単
純
に
「
荅
」

の
方
が
書
き
や
す
か
っ
た
た
め
、
当
時
で
は
普
通
に
使
わ
れ
て
い
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

百
二
十
回
本

和
刻
本

和
刻
本

畫
傳

和
刻
本

畫
傳

和
刻
本

畫
傳
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そ
れ
よ
り
も
注
目
す
べ
き
は
、「
千
慮
失
得
」
に
引
用
さ
れ
て
い

る
一
文
の
位
置
表
示
で
あ
る
。
静
廬
自
筆
原
稿
は
「
十
一
ウ
、
一
回

（
第
一
回
の
十
一
葉
ウ
ラ
）」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
石
橋
眞
国
写
本

で
は
「
巻
二
」
と
記
し
て
い
る
。『
水
滸
傳
』
諸
版
本
で
の
こ
の
一

文
の
位
置
を
確
認
す
る
と
、
第
一
回
に
見
ら
れ
る
の
は
七
十
回
本
一

本
の
み
で
、
そ
れ
以
外
は
全
て
第
二
回
に
あ
る
。
巻
で
換
算
す
れ
ば
、

百
巻
百
回
（
石
渠
閣
本
・
容
與
堂
本
・
四
知
館
刊
本
）
は
巻
二
、
七
十

五
巻
七
十
回
金
聖
歎
本
は
巻
六
と
な
る
（
そ
の
他
諸
本
は
不
分
巻
本
の

た
め
巻
自
体
は
存
在
し
な
い
）。

　

石
橋
眞
国
が
わ
ざ
わ
ざ
「
一
回
」
を
「
巻
二
」
に
書
き
直
し
た
の

は
、
百
巻
百
回
本
を
意
識
し
た
所
為
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、

「
一
回
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
静
廬
は
七
十
回
本
を
参
考
に
し
た

と
も
言
い
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
七
十
回
本
で
の
こ
の
一
文
は
「
十

九
オ
」
に
存
在
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
静
廬
は
「
十
一
ウ
」
と
示

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
・
二
を
写
し
間
違
え
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、「
十
九
オ
」
を
「
十
一
ウ
」
と
書
き
誤
る
こ
と
は
考
え
に
く
か

ろ
う
。

　

引
用
文
が
「
十
一
ウ
」
に
確
認
で
き
る
の
は
、
和
刻
本
と
そ
の
底

本
の
無
窮
会
蔵
本
の
二
本
で
あ
る
。
厳
密
に
い
う
と
、
両
本
と
も

「
十
一
オ
」
か
ら
「
十
一
ウ
」
に
か
け
て
見
ら
れ
る
。「
十
一
オ
」

に
は
「
王
進
答
道
小
」、「
十
一
ウ
」
に
は
「
人
姓
張
」
が
あ
る
。
北

静
廬
が
こ
の
部
分
を
引
用
し
た
の
は
「
姓
張
」
と
い
う
言
葉
を
説
明

す
る
た
め
で
あ
り
、
肝
心
の
「
姓
張
」
の
二
文
字
は
原
文
の
十
一
葉

ウ
ラ
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
、
葉
数
も
「
十
一
ウ
」
と
記
し
た
と
推

測
さ
れ
る
。

　

無
窮
会
蔵
本
は
現
在
日
本
で
は
、
無
窮
会
と
天
理
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
二
部
（
天
理
図
書
館
は
残
本
）
し
か
確
認
で
き
な
い
の
に

対
し
て
、
和
刻
本
は
今
日
で
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
無
窮
会
蔵
本
よ

り
当
時
広
く
流
布
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
蔵
書
に
富
ん
で
い
る
静

廬
が
所
持
し
て
い
て
も
全
く
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の

箇
所
は
和
刻
本
に
由
来
し
た
可
能
性
の
方
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
和
刻
本
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
静
廬
所
持
の
百

回
本
『
水
滸
傳
』
を
考
え
る
上
に
重
要
な
手
が
か
り
に
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
も
し
北
静
廬
が
所
持
し
て
い
る
石
渠
閣
本
の
第
二
回

が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
和
刻
本
を
持
ち
出
す
必
要
も
な
か

ろ
う
が
、
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
所
持
し
て
い
る
石
渠
閣

㊽
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

本
の
第
二
回
が
欠
け
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

加
え
て
、
北
静
廬
の
『
梅
園
日
記
』
に
は
先
に
挙
げ
た
潘
金
蓮
の

用
例
以
外
に
も
、『
水
滸
傳
』
か
ら
の
引
用
が
四
箇
所
見
ら
れ
る
。

底
本
が
確
認
で
き
る
例
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
和
刻
本
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
。

　

改
め
て
平
田
氏
蔵
本
を
み
る
と
、
ま
さ
し
く
第
二
回
ま
で
欠
け
て

い
る
（
第
二
回
ま
で
は
和
刻
本
で
補
配
さ
れ
て
い
る
）。
そ
の
上
で
、
馬

琴
が
記
し
て
い
る
通
り
、｢

佳
本｣
（
刷
り
の
状
態
が
良
い
）
で
あ
る
。

以
上
の
諸
点
か
ら
、
馬
琴
が
羅
列
し
て
い
る
「
評
閲
百
回
」
の
特
徴

は
平
田
氏
蔵
本
と
全
て
合
致
し
、
両
本
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
平
田
氏
蔵
本
か
ら
さ
ら
な
る
傍
証
を
挙
げ
る
。

四　

平
田
氏
蔵
本
の
書
き
入
れ

　

平
田
氏
蔵
本
の
行
間
・
上
下
欄
外
に
は
多
数
の
書
き
入
れ
が
確
認

で
き
る
。
内
容
は
別
版
本
の
『
水
滸
傳
』
と
の
校
勘
・
語
釈
（
一
部

に
は
後
か
ら
消
さ
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
）・
振
り
仮
名
な
ど
か
ら
な

る
が
、
中
で
も
校
勘
に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
い
（
全
四
十
六
箇
所
、

筆
跡
か
ら
み
て
お
そ
ら
く
同
一
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ

る
）。
本
章
で
は
こ
の
校
勘
に
関
す
る
書
き
入
れ
を
中
心
に
、
平
田

氏
蔵
本
と
北
静
廬
の
関
わ
り
を
探
り
た
い
。

　

本
稿
末
尾
の
表
は
校
勘
に
関
す
る
書
き
入
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。【
凡
例
】
に
も
書
い
た
よ
う
に
、「
校
勘
後
」
と
示
し
た
の
は
、

行
間
・
上
下
欄
外
の
書
き
入
れ
の
内
容
に
基
づ
い
て
、
改
め
た
本
文

で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
六
回
9a
（
表
番
号
11
）
の
原
文
は
「
両
下
金

剛
形
勢
猛
」、
書
き
入
れ
は
「
猛
下
一
有
烈
字
（
猛
の
下
に
は
一
説
烈

の
字
あ
り
）」
で
あ
る
た
め
、「
校
勘
後
」
の
内
容
は
「
両
下
金
剛
形

勢
猛
烈
」
と
記
す
。

　

「
●
」
は
『
水
滸
傳
』
諸
版
本
の
う
ち
、
そ
の
版
本
と
し
か
表
記

が
一
致
し
な
い
こ
と
、「
▲
」
は
前
後
の
内
容
ま
た
は
文
字
表
記
に
、

細
か
な
異
同
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
他
諸
版
本
と
比
べ
て
、
出

典
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
な
お

前
述
し
た
よ
う
に
、
和
刻
本
は
無
窮
会
蔵
本
と
同
じ
祖
本
を
持
つ
関

係
に
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
、
両
書
の
表
記
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、「
校
勘
後
」
の
内
容
が
両
本
の
み
と
一
致
す
る
場
合
は
、

両
本
に
「
●
／
▲
」
を
付
け
る
こ
と
と
す
る
。

㊾
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比
較
を
通
し
て
、
校
勘
作
業
の
前
半
（
お
そ
ら
く
第
二
十
回
ま
で
）

は
和
刻
本
、
後
半
（
第
四
十
七
回
）
は
七
十
回
本
に
即
し
て
、
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
前
半
第
十
四
回
9a
（
表

番
号
21
）
の
「
却
待
正
要
来
」
と
後
半
第
四
十
七
回
12b
（
表
番
号
39
）

の
「
廵
檢
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
和
刻
本
・
七
十
回
本
の
利
用
が
一
目

瞭
然
で
あ
る
。

　

第
十
四
回
「
却
待
正
要
来
」
の
前
後
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

…
這
個
令
甥
従
何
而
来
、
徃
常
時
荘
上
不
曽
見
有
。
晁
盖
道
、
却

待
正
要
来
請
先
生
到
敝
荘
商
議
句
話
…　

（
こ
の
甥
御
は
ど
ち
ら
か
ら
来
ら
れ
ま
し
た
か
、
日
頃
お
屋
敷
で
は
見
か
け

ま
せ
ん
が
。
晁
盖
が
い
う
「
ち
ょ
う
ど
相
談
が
あ
っ
て
、
先
生
を
う
ち
に
招

こ
う
と
思
っ
て
」
…
）

　

こ
れ
は
田
舎
教
師
の
呉
用
と
「
保
正
（
庄
屋
さ
ん
）」
晁
蓋
が
話
す

場
面
で
あ
る
。「
却
待
（
ち
ょ
う
ど
…
と
し
よ
う
と
す
る
）
／
正
要
」
で

あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
和
刻
本
は
「
却
／
保
正
／
要
…
」
と
な
っ
て

い
る
（
無
窮
会
蔵
本
を
含
む
そ
れ
以
外
の
版
本
は
全
て
「
却
待
正
要
」
で
あ

る
）。「
保
正
」
の
晁
蓋
が
自
身
の
こ
と
を
「
保
正
」
と
呼
ぶ
の
は
甚

だ
不
自
然
で
あ
り
、
文
の
意
味
も
通
ら
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
回
に

「
保
正
」
と
い
う
語
が
頻
出
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
誤
り
と
思
わ
れ
、

校
勘
し
た
人
は
和
刻
本
の
こ
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
抄
写
し
た
の
で
あ

る
。

　

第
四
十
七
回
「
條
檢
」
に
つ
い
て
、
諸
版
本
の
う
ち
、
避
諱
に
よ

り
「
檢
」
を
「
簡
」
に
改
め
た
の
は
七
十
回
本
一
本
の
み
で
あ
る

（
崇
禎
帝
朱
由
檢
の
諱
を
避
け
る
た
め
「
由
」
を
「
繇
」、「
檢
」
を
「
簡
」

に
改
め
た
）。
そ
の
た
め
、
こ
こ
は
七
十
回
本
に
よ
る
も
の
だ
と
判
断

さ
れ
る
。

　

一
方
、
全
四
十
六
箇
所
の
う
ち
、
出
所
が
特
定
で
き
な
い
も
の
も

三
つ
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
第
三
回
1b
（
表
番
号
1
）
の
「
来
刧
我

荘
上
」（「
荘
」
の
下
に
「
庄
」）、
第
四
十
七
回
11a
（
表
番
号
33
）
の

「
拜
謝
」（「
拜
」
の
横
に
「
便
」）、
同
じ
第
四
十
七
回
13b
（
表
番
号

44
）
の
「
弩
箭
」（「
弩
」
の
横
に
「
弓
」）
で
あ
る
。

　

今
回
未
見
の
版
本
が
校
勘
作
業
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
が
、
第
三
回
の
書
き
入
れ
の
「
庄
」
と
第
四
十
七
回
の
「
弓

箭
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
第
四
十
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

七
回
の
「
便
謝
」
に
つ
い
て
は
理
由
不
明
）。

　

ま
ず
石
渠
閣
本
中
で
、「
庄
」
と
「
弓
箭
」
の
表
記
が
見
ら
れ
る

箇
所
を
示
し
て
み
よ
う
。

「
庄
」

（
第
六
回
）
…
在
先
弊
寺
十
分
好
箇
去
豦
、
田
庄
又
廣
、
僧
衆
極
多
…

（
第
九
回
）
…
三
箇
人
来
到
庄
上
、
見
條
闊
板
橋
上
坐
着
四
五
箇
荘

客
…

「
弓
箭
」

（
第
四
十
七
回
）
…
坐
在
一
疋
雪
白
馬
上
、
全
付
披
掛
了
弓
箭
…

（
第
四
十
九
回
）
…
鞭
鎗
最
熟
慣
、
弓
箭
常
温
習
…

　

同
様
の
表
記
は
こ
れ
以
外
に
も
確
認
で
き
る
が
、
書
き
入
れ
に
比

較
的
に
近
い
回
に
あ
る
用
例
を
提
示
し
た
。
右
の
例
の
通
り
、
書
き

入
れ
と
同
内
容
の
表
記
は
そ
の
他
諸
版
本
の
対
応
箇
所
に
見
ら
れ
な

い
が
、
石
渠
閣
本
の
別
箇
所
に
確
認
で
き
る
（
校
勘
作
業
に
用
い
ら
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
和
刻
本
・
七
十
回
本
に
も
同
様
の
表
記
が
確
認
で
き
る
）。

特
に
「
弓
箭
」
と
い
う
語
は
「
弩
箭
」
と
同
じ
く
、
第
四
十
七
回
に

現
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
庄
」
と
「
弓
箭
」
の
書
き
入
れ
は
別

版
本
と
の
校
勘
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
石
渠
閣
本
の
別
箇
所

に
異
な
る
表
記
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
出
典
不
明
の
も
の
も
一
つ
あ
る
が
、
校
勘
作

業
は
主
に
和
刻
本
と
七
十
回
本
を
中
心
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
校
勘
作
業
を
行
っ
た
人
物
は
該
本
以
外

に
も
、
必
ず
和
刻
本
と
七
十
回
本
を
閲
覧
或
い
は
所
持
し
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
事
実
と
、
第
三
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
北
静
廬

は
石
渠
閣
本
の
ほ
か
、
和
刻
本
と
七
十
回
本
を
閲
覧
或
い
は
所
持
し

て
い
た
こ
と
を
結
び
つ
け
れ
ば
、
平
田
氏
蔵
本
に
書
き
入
れ
を
加
え

た
人
物
は
、
北
静
廬
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
結
論
が
導
き
出

さ
れ
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
彼
が
所
持
し
て
い
た
百
回
本
『
水
滸
傳
』

は
平
田
氏
蔵
本
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
大
い
に
高
ま
る
と
思
わ

れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
北
静
廬
が
ど
こ
か
ら
書
籍
を
入
手
し
て
い
た
の
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
書
肆
萬
笈
堂
の
英
遵
（
英
平
吉
）
と
交
友
関
係

が
あ
る
こ
と
は
弟
子
石
橋
眞
国
の
「
石
橋
眞
国
雑
筆
抄
記
附
山
川
真
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清
」
で
わ
か
る
。
馬
琴
は
英
平
吉
か
ら
書
物
を
購
入
し
た
こ
と
が
あ

る
た
め
、
静
廬
に
も
そ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
森

銑
三
「
本
間
游
清
の
耳
敏
川
」
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

…
同
巻
に
「
屋
根
屋
三
右
衛
門
訪
問
の
事
」
と
い
ふ
一
章
も

あ
つ
て
、
屋
根
屋
三
右
衛
門
こ
と
北
静
廬
が
『
五
雑
組
』
の
註

を
作
つ
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
上
に
、
そ
の
中
に
は
、「
官

庫
な
ら
で
は
な
き
本
は
、
御
書
物
方
鈴
木
岩
二
郎
と
い
ふ
人
に

た
よ
り
て
書
ぬ
き
も
ら
ふ
と
い
へ
り
」
と
い
ふ
注
目
す
べ
き
記

事
が
あ
る
…

　

本
間
游
清
の
随
筆
『
耳
敏
川
』
に
よ
れ
ば
、
官
庫
に
し
か
な
い
書

物
で
も
静
廬
に
は
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。
彼
は
御
書
物
方
の
鈴
木
岩

二
郎
（
鈴
木
白
藤
）
を
頼
り
に
筆
写
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お　

わ　

り　

に

　

以
上
「
李
卓
吾
評
閲
」
と
い
う
表
示
、『
畫
傳
』
の
「
開
詞
」、
馬

琴
自
筆
資
料
の
記
述
、
北
静
廬
の
著
作
・
写
本
、
平
田
氏
蔵
本
の
書

き
入
れ
を
中
心
に
、
馬
琴
・
北
静
廬
と
石
渠
閣
本
、
そ
し
て
平
田
氏

蔵
本
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
て
き
た
。
確
実
な
証
拠
は
ま
だ
得
ら
れ

て
い
な
い
が
、
馬
琴
が
記
録
し
て
い
る
「
評
閲
百
回
」
の
特
徴
は
、

平
田
氏
蔵
本
の
特
徴
と
完
全
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

北
静
廬
で
あ
れ
ば
、
和
刻
本
・
七
十
回
本
を
用
い
て
平
田
氏
蔵
本
に

書
き
入
れ
を
加
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
両
本
は
同
一
の
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
、
今
後
は
さ
ら
に
平
田
氏
蔵
本

の
書
き
入
れ
（
唐
音
・
和
訳
）・
訓
点
・
振
り
仮
名
を
調
査
し
、
新
た

な
証
拠
を
求
め
た
い
。

註①　

白
木
直
也
「
諸
本
研
究
の
立
場
よ
り
見
た
る
瀧
澤
馬
琴
の
水
滸
観
─

水
滸
畫
傳
校
定
原
本
を
中
心
と
し
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
十

一
集　

一
九
六
九
年
）
を
参
照
。

②　
「
校
定
原
本
」
に
は
馬
琴
が
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
、
底
本
も
し
く

は
参
考
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
『
水
滸
傳
』
関
連
書
目
が
並
べ
ら
れ

て
い
る
（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
『
新
編
水
滸
畫
傳
』
初
編

前
帙
〔
文
化
二
年
／
一
八
〇
五
、
衆
星
閣
・
盛
文
堂
刊
〕
を
参
照
）。

③　

青
木
正
児
『
青
木
正
児
全
集
』
第
二
巻
二
十
六
「
水
滸
傳
が
日
本
文

学
史
上
に
布
い
て
ゐ
る
影
」（
春
秋
社　

一
九
七
〇
年
七
月
）
二
七
一

㊿

�

�
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

頁
、
前
掲
（
注
①
）
白
木
氏
論
考
、
浜
田
啓
介
『
近
世
小
説
・
営
為
と

様
式
に
関
す
る
私
見
』
九
─
三
「
近
世
小
説
の
水
滸
傳
受
容
私
見
─

『
新
編
水
滸
畫
傳
』
と
馬
琴
の
金
聖
歎
批
評
」（
京
都
大
学
学
術
出
版

社　

一
九
九
三
年
一
二
月
）
二
四
九
頁
、
神
田
正
行
『
馬
琴
と
書
物
─

傳
奇
世
界
の
底
流
─
』
第
二
部
第
二
章
「『
水
滸
傳
』
の
諸
本
と
馬

琴
」（
八
木
書
店　

二
〇
一
一
年
八
月
）
二
九
一
頁
。

④　

百
回
本
『
水
滸
傳
』
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
畫
傳
』
の
漢
文
序
に
付

さ
れ
て
い
る
馬
琴
に
よ
る
序
文
で
は
「
全
傳
百
回
」、
仮
名
序
で
は

「
百
回
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
だ
が
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
九

月
二
十
四
日
、
友
人
小
津
桂
窓
宛
て
の
書
翰
「
…
百
回
本
ハ
、
靜
盧
所

蔵
之
外
ニ
見
候
事
無
之
候
…
」
か
ら
、
天
保
十
年
の
時
點
ま
で
に
馬
琴

が
目
睹
し
た
百
回
本
は
北
静
廬
所
蔵
本
の
一
本
の
み
で
、「
全
傳
百

回
」・「
百
回
本
」・「
評
閲
百
回
」
は
全
て
同
一
の
本
を
指
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

⑤　

和
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
は
『
水
滸
傳
』
の
原
文
に
訓
点
を
施
し
た

も
の
で
、
初
集
第
一
回
か
ら
第
十
回
ま
で
は
享
保
十
三
年
（
一
七
二

八
）、
第
二
集
第
十
一
回
か
ら
第
二
十
回
ま
で
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五

九
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

⑥　

拙
稿
「『
新
編
水
滸
畫
傳
』「
校
定
原
本
」
諸
本
の
研
究
─
『
水
滸

傳
』
諸
版
本
と
の
関
係
を
中
心
に
─
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
五
号　
　

京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会　

二
〇
一
七
年
十
一
月
）。

⑦　
『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
』（
中
国
国
家
図
書
館
善
本
室
藏
本

〔
請
求
番
号
一
七
三
五
八
〕
と
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
の
二

本
）。

⑧　
『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
』（
天
理
図
書
館
蔵
本
と
、
中
国
国

家
図
書
館
善
本
室
蔵
本
〔
請
求
番
号
五
二
六
三
〕
の
二
本
）。

⑨　
『
鍾
伯
敬
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
』（
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
本
、

東
京
大
学
総
合
図
書
館
神
山
潤
次
旧
蔵
本
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

本
の
三
本
）。

⑩　

厳
密
に
い
う
と
、
排
印
本
は
百
巻
百
回
の
石
渠
閣
本
（
当
時
で
は

「
天
都
外
臣
序
刻
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
を
底
本
と
し
な
が
ら
、
百

二
十
回
本
か
ら
田
虎
・
王
慶
討
伐
の
二
十
回
分
の
話
を
借
り
、
割
り
込

ま
せ
て
作
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑪　

前
掲
（
注
①
）
白
木
氏
論
考
。　　

⑫　

王
利
器
校
訂
『
挿
圖
水
滸
全
傳
校
訂
本
』（
貫
雅
文
化
事
業
有
限
公

司　

一
九
九
一
年
七
月
）
一
〇
頁
に
拠
る
。

⑬　
『
玄
同
放
言
』
第
二
集
「〔
第
四
十
一
人
事
〕
詰
金
聖
歎
水
滸
傳
像
賛

附
出　
　

」

（
文
政
三
年
〔
一
八
二
〇
〕、
仙
閣
堂
等
刊
）。『
日
本
随
筆
大
成
』
巻

三
（
吉
川
弘
文
館　

一
九
二
七
年
六
月
）
二
二
二
─
二
三
一
頁
を
参
照
。

⑭　

神
田
正
行
『
馬
琴
と
書
物
─
傳
奇
世
界
の
底
流
─
』
第
二
章
「『
水

滸
傳
』
の
諸
本
と
馬
琴
」（
八
木
書
店　

二
〇
一
一
年
八
月
）
二
九
五

頁
を
参
照
。

⑮　

中
原
理
恵
「『
水
滸
全
書
』
郁
郁
堂
本
に
つ
い
て
」（『
中
国
古
典
小

説
研
究
』
第
二
十
号　

中
国
古
典
小
説
研
究
会　

二
〇
一
七
年
三
月
）

に
詳
し
い
。

⑯　

国
図
蔵
本
に
お
け
る
「
李
卓
吾
評
閲
」
と
い
う
表
示
の
分
布
は
、
荒
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木
達
雄
「
石
渠
閣
出
版
活
動
和
《
水
滸
傳
》
之
補
刻
」（『
漢
學
研
究
』

第
三
五
巻
第
三
期　

二
〇
一
七
年
九
月
）
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

⑰　

中
国
国
家
図
書
館
藏
容
與
堂
刊
本
は
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
説

集
成
』
所
収
の
影
印
、
内
閣
文
庫
蔵
容
與
堂
刊
本
は
天
一
出
版
社
『
明

清
善
本
小
説
叢
刊
』
所
収
の
影
印
、
天
理
図
書
館
蔵
覆
容
與
堂
刊
本
は

書
影
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
覆
容
與
堂
刊
本
は
中
国
国
家
図
書
館
が
公

開
し
て
い
る
画
像
を
参
照
、
以
下
同
様
。

⑱　

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
本
は
中
華
書
局
『
古
本
小
説
叢
刊
』
所
収

の
影
印
を
参
照
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
神
山
閏
次
旧
蔵
本
と
京
都
大

学
附
属
図
書
館
蔵
本
は
未
見
）、
以
下
同
様
。

⑲　
『
水
滸
傳
』
日
本
無
窮
会
蔵
本
影
印
本
（
西
南
師
範
大
学
出
版
社
・

人
民
出
版
社　

二
〇
一
三
年
六
月
）
を
参
照
、
以
下
同
様
。

⑳　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
李
卓
吾
先
生
批
点
忠
義
水
滸
伝
』
の
書
影
に

拠
る
（
以
下
同
様
）。
最
後
の
一
行
は
折
り
目
に
位
置
す
る
た
め
、
は

っ
き
り
見
え
な
い
が
、
恐
ら
く
「
俗
願
了
時
終
證
果　

眼
前
争
柰
（
ま

た
は
奈
）
没
知
音
」
と
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
訪
書
の
機
会
に
確
認

し
た
い
。

㉑　

全
傳
本
は
東
京
大
学
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
藏
神
山
閏
次
旧
蔵
本
の
書
影
、

全
書
本
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
忠
義
水
滸
全
書
』
を
参
照
、

以
下
同
様
。

㉒　
『
京
都
大
学
蔵
潁
原
文
庫
選
集
』
第
八
巻
（
臨
川
書
店　

二
〇
一
八

年
九
月
）
を
参
照
、
以
下
同
様
。

㉓　

吉
川
幸
次
郎
・
清
水
茂
訳
『
完
訳
水
滸
傳
（
一
）』（
岩
波
文
庫　

一

九
九
八
年
十
月
）
を
参
考
に
し
て
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
（
以
下

同
様
）。

㉔　

文
簡
本
の
一
部
に
も
同
内
容
の
「
開
詞
」
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、

表
記
の
違
い
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。『
畫
傳
』
は
「
辤
、
斷
、
膽
、

證
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
文
簡
本
は
「
辞
、
断
、
胆　

証
」
と
な
り
、

そ
の
上
で
「
謾
、
悅
」
は
「
慢
、
説
」、「
綽
名
久
李
花
和
尚
」
は
「
綽

名
人
號
花
和
尚
」、「
道
號
親
名
魯
智
深
」
は
「
道
號
清
名
魯
智
深
」
と

な
っ
て
い
る
。

（
第
五
回
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
双
紅
堂
文
庫
蔵

『
水
滸
忠
義
志
傳
』〔
巻
頭
題
『
新
刻
全
像
水
滸
伝
傳
』。
中
華
書
局

『
古
本
小
説
叢
刊
』
所
収
の
影
印
〕
に
拠
る
、
以
下
同
様
）

㉕　

中
村
綾
『
日
本
近
世
白
話
小
説
受
容
の
研
究
』
第
一
章
第
二
部

「『
水
滸
傳
』
諸
版
本
と
和
刻
本
・
通
俗
本
」（
汲
古
書
院　

二
〇
一
一

年
一
二
月
）
九
四
頁
を
参
照
。

㉖　

曽
良
・
陳
敏
編
『
明
清
小
説
俗
語
字
典
』（
廣
陵
書
社　

二
〇
一
八

年
二
月
）

㉗　

前
掲
（
注
㉖
）
を
参
照
。

㉘　

（
第
八
回
回
頭
に
位
置
）

文
簡
本

文
簡
本
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

㉙　
「
書寍
・
盡
」「
能
・
长能
」
に
も
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
前
出
の
「
逢
・

逄
」「
綽
・
蹕
」「
魯
・
晰
」
と
同
様
に
、
異
体
字
で
あ
る
た
め
、
馬
琴

が
敢
え
て
日
本
語
表
記
に
書
き
換
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

㉚　

柴
田
光
彦
編
『
曲
亭
馬
琴
日
記
』
第
一
巻
（
中
央
公
論
新
社　

二
〇

〇
九
年
七
月
）
を
参
照
。

㉛　

佐
藤
悟
「
木
村
黙
老
著
・
曲
亭
馬
琴
補
遺
『
水
滸
傳
考
』
─
解
題
と

翻
刻
─
」（『
實
碊
國
文
學
』
五
二
号　

一
九
九
七
年
一
〇
月
）
を
参
照
。

㉜　

柴
田
光
彦
・
神
田
正
行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
五
巻
（
八
木
書
店　

二
〇
〇
三
年
九
月
）
一
二
七
頁
を
参
照
。

㉝　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店　

一
八
四
年
一
月
）、

石
山
洋
・
鈴
木
瑞
枝
・
南
啓
治
編
『
江
戸
文
人
辞
典
』（
東
京
堂
出
版　

一
九
九
六
年
九
月
）
を
参
照
。

㉞　

十
三
点
の
写
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
傍
線
部
分
は
『
水
滸
伝
』
関

連
の
記
述
が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
）。

・
東
鑑
不
審
問
答
補
正　

二
巻
二
冊

・
拠
字
造
語
抄
補
遺	

一
冊

・
独
楽
考	

一
冊

・
四
海
比
事	（
石
橋
真
国
写
本
）
三
巻
一

・
千
慮
失
得
（
北
静
廬
自
筆
原
稿
）
二
巻
一
冊

・
千
慮
失
得
（
石
橋
真
国
写
本
）　

二
巻
一
冊

・
静
廬
俗
考
（
石
橋
真
国
写
本
）
五
巻
一
冊　
　

・
不
忌
丙
午
考　

一
冊

・
五
雑
俎
掌
故　

巻
六
上
下
・
七
・
九
上
下
・
十
・
十
五
の
七
冊

・
五
雑
俎
註
釈　

巻
四
・
六
・
九
・
十
一
～
十
六
の
九
冊

・	

群
書
正
訳
（
日
野
俊
彦
氏
所
蔵
、
鈴
木
益
堂
に
よ
る
写
本
ま
た
は
転

写
本
）

・
北
静
廬
随
筆
（
無
窮
会
蔵
、
未
見
）

・
静
廬
俗
考
目
録
（
無
窮
会
蔵
、
未
見
）

㉟　

馬
琴
や
山
崎
美
成
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

五
月
か
ら
八
年
十
一
月
に
か
け
て
計
二
十
回
開
催
さ
れ
た
。

㊱　

馬
琴
の
呼
び
か
け
に
よ
る
。
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
正
月
か
ら
同

年
十
二
月
ま
で
計
十
二
回
。

㊲　
『
森
銑
三
著
作
集
』
第
一
巻
「
南
畝
の
日
記
」
二
〇
六
頁
、
第
三
巻

「
谷
文
晁
傳
の
研
究
」
二
六
五
頁
、
第
七
巻
「
石
田
醒
齋
と
そ
の
交

友
」
四
三
五
─
四
三
八
頁
（
中
央
公
論
社　

一
九
八
八
年
一
〇
月
─
一

九
八
九
年
一
〇
月
）
を
参
照
。

㊳　

川
瀬
一
馬
「
北
静
廬
」（『
日
本
書
誌
学
之
研
究
（
再
版
）』
講
談
社　

一
九
七
一
年
一
一
月
）
七
五
二
─
七
七
四
頁
に
詳
し
い
。

㊴　

前
掲
（
注
㊳
）
川
瀬
氏
論
説
七
五
七
頁
を
参
照
。

㊵　

北
静
廬
か
ら
の
返
事
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
閏
六
月
三
日
の
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
直
後
の
七
月
晦
日
か
ら
文
政
十
一
年
六
月
十
七
日

に
至
る
ま
で
の
日
記
に
は
、『
通
俗
忠
義
水
滸
傳
』
を
閲
覧
す
る
記
録
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が
残
さ
れ
て
い
た
（
前
掲
〔
注
㉚
〕
を
参
照
）。

㊶　
（
日
本
語
訳
）
…
清
河
県
の
さ
る
金
持
ち
の
家
に
、
一
人
の
小
間
使

い
が
い
ま
し
た
。
幼
名
を
潘
金
蓮
と
い
い
、
年
は
二
十
あ
ま
り
、
な
か

な
か
綺
麗
だ
っ
た
の
で
、
主
人
が
う
る
さ
く
言
い
寄
る
の
を
、
小
間
使

い
は
奥
様
に
言
い
つ
け
、
ど
う
し
て
も
い
う
こ
と
を
き
き
ま
せ
ん
。
主

人
は
そ
の
た
め
に
根
に
持
ち
、
あ
べ
こ
べ
に
嫁
入
り
道
具
ま
で
つ
け
て
、

武
大
か
ら
一
文
の
金
も
取
ら
ず
に
、
た
だ
で
彼
に
嫁
入
ら
せ
ま
し
た
…

㊷　

陳
国
慶
著
・
沢
谷
昭
次
訳
『
漢
籍
版
本
入
門
』
第
三
章
「
版
本
の
款

識　

3
字
体
」（
研
文
出
版　

一
九
八
四
年
一
月
）
一
〇
七
頁
を
参
照
。

㊸　

清
・
錢
泳
『
履
園
叢
話
』（『
歴
代
史
料
筆
記
叢
刊
─
清
代
史
料
筆
記

叢
刊
』
中
華
書
局　

一
九
七
九
年
一
二
月
第
一
版
、
二
〇
〇
六
年
一
〇

月
第
三
次
印
刷
）
三
二
三
頁
を
参
照
。　

㊹　

神
田
氏
は
「
世
徳
堂
本
」
と
記
し
て
い
る
の
だ
が
、
上
原
氏
に
よ
れ

ば
、
実
は
熊
雲
濵
覆
世
徳
堂
刊
本
で
あ
っ
て
、
世
徳
堂
本
そ
の
も
の
で

は
な
い
よ
う
で
あ
る
と
い
う
（
世
徳
堂
刊
本
そ
の
も
の
の
序
は
残
っ
て

い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
熊
雲
濵
覆
世
徳
堂
本
と
同
文
で
あ
る
）。
詳
し

く
は
上
原
氏
の
博
士
論
文
「
百
回
本
『
西
遊
記
』
の
成
立
と
展
開
─
書

坊
間
の
関
係
を
視
野
に
─
」
第
二
章
「
世
徳
堂
本
の
版
本
に
つ
い
て
」

（
二
〇
一
六
年
一
一
月
、http:doi/10.15083/00075383

）
を
参
照

さ
れ
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
神
田
氏
の
呼
び
方
「
世
徳
堂
本
」
に
従

い
た
い
。

㊺　

神
田
正
行
「
曲
亭
馬
琴
『
西
遊
記
抄
録
』
解
題
と
翻
刻
（
上
）」

（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
通
巻
四
九
二
号　

二
〇
一
三
年
三
月
）
一

八
─
二
二
頁
を
参
照
。

㊻　

上
原
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
萬
暦
二
十
五
年
序
刊
本
『
西
洋
記
』

に
は
十
一
行
本
と
十
二
行
本
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
序
末
に
「
旹
萬
暦

丁
酉
歳
菊
秋
之
吉
二
南
里
人
羅
懋
登
叙
」
と
い
う
年
記
を
伴
う
署
名
が

あ
る
と
い
う
。

㊼　
『
古
本
小
説
集
成
』
影
印
本
の
底
本
も
厳
密
に
い
う
と
世
徳
堂
本
で

は
な
く
、
熊
雲
濵
覆
世
徳
堂
刊
本
で
あ
る
と
い
う
（
前
掲
注
㊹
の
上
原

氏
論
考
に
詳
し
い
。
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
説
集
成
』
所
収
の
影

印
を
参
照
）。

㊽　

北
静
廬
が
所
持
し
て
い
た
石
渠
閣
本
は
お
そ
ら
く
第
二
回
ま
で
欠
け

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、「
巻
二
」
は
百
巻
百
回
系
諸
本
に
対
応
す

る
表
示
で
あ
る
。
考
え
ら
れ
る
可
能
性
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
石
橋
眞

国
が
石
渠
閣
本
以
外
の
百
巻
百
回
本
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
和
刻
本
で
は
、
こ
の
一
文
は
第
二
回
、
七
十
回
本
で
は
巻

六
第
一
回
（
七
十
回
本
は
百
回
本
・
百
二
十
回
本
の
第
一
回
を
「
楔

子
」
に
し
た
た
め
、
第
二
回
は
第
一
回
と
な
る
）
に
位
置
す
る
こ
と
に

気
づ
き
、
当
時
北
静
廬
が
所
持
し
て
い
る
石
渠
閣
本
の
表
示
に
合
わ
せ

て
訂
正
し
た
可
能
性
で
あ
る
。

㊾　

不
鮮
明
な
文
字
を
上
か
ら
な
ぞ
っ
て
、
書
き
足
し
た
よ
う
な
書
き
入

れ
も
多
数
存
在
す
る
が
、
国
図
蔵
本
と
比
べ
る
と
、
文
章
・
字
体
は
殆

ど
一
致
し
て
い
る
（
例
外
も
見
ら
れ
る
）。
そ
の
た
め
、
比
較
的
早
い

段
階
に
中
国
で
書
き
込
ん
だ
も
の
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
は

調
査
の
対
象
外
と
し
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

㊿　

丸
山
李
夫
「
石
橋
眞
国
雑
記
抄
記
附
山
川
真
清
」（『
典
籍
』
第
二
号　

典
籍
同
好
会　

一
九
五
二
年
五
月
）
を
参
照
。

　

…
書
肆
西
宮
徳
孚
北
林
堂
曰
、
北
氏
静
廬
翁
、
梅
園
日
記
梓
行
は
、

亡
友
英
遵
萬
笈
堂
十
数
年
前
発
起
せ
し
が
、
果
さ
ず
し
て
死
す
。
其

子
多
病
に
し
て
志
を
継
ぐ
事
能
は
ず
、
吾
翁
に
於
て
も
多
年
の
知
己

あ
り
、
今
更
に
梓
行
を
企
つ
、
草
稿
既
に
淨
書
中
に
在
り
…

�　

前
掲
（
注
㊲
）
第
十
巻
「
書
誌
関
係
雑
篇
」
四
八
八
頁
を
参
照
。

�　

前
掲
（
注
㊲
）
第
十
一
巻
「
本
間
游
清
の
耳
敏
川
」
二
四
六
頁
を
参

照
。

【
凡
例
】

・
回
、
丁
、
行
数
は
平
田
氏
蔵
本
の
も
の
で
あ
る
。

・「
校
勘
後
」
の
内
容
は
行
間
、
上
下
欄
外
の
書
き
入
れ
に
基
づ
い
て
、
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

・
書
き
入
れ
の
位
置
、
内
容
、
筆
の
色
は
【
備
考
】
に
て
示
す
。

・「
／
」
は
本
来
そ
の
箇
所
に
文
字
が
存
在
す
る
が
、
現
在
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
。

・「
校
勘
後
」
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
は
「
○
」、
一
致
し
な
い
も
の
は
「
×
」、
存
在
し
な
い
も
の
は
「
ナ
シ
」
で
示
す
。

・
	「●
」
は
そ
の
版
本
と
し
か
一
致
し
な
い
こ
と
を
表
す
（
和
刻
本
は
無
窮
会
蔵
本
と
同
じ
祖
本
を
持
つ
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
、
両
本
の
表
記
は
ほ
ぼ
一
致
。「
校
勘
後
」
の
内
容
が
両
本
の
み
と
一
致
す

る
場
合
は
両
本
に
付
け
る
こ
と
に
す
る
）。

・「
▲
」
は
前
後
の
内
容
ま
た
は
文
字
表
記
に
細
か
な
異
同
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
諸
本
と
比
べ
て
出
典
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
。

・〈
〉
で
囲
ん
で
い
る
表
記
は
書
き
入
れ
に
見
当
た
ら
な
い
（
裁
断
さ
れ
て
確
認
で
き
な
い
）
が
、
本
来
あ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

・
字
体
は
特
に
原
文
の
字
体
を
再
現
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
た
箇
所
に
限
り
、
一
部
通
用
字
に
改
め
た
も
の
が
あ
る
。

回
数
丁
数
行
数

原
文

校
勘
後

70回
和
刻
本
容
與
堂
四
知
館
無
窮
会
芥
子
園
120回

備
考

1
第
3
回
1b

3
来
刧
我
荘
上

来
刧
我
庄
上

×
荘

×
荘

×
荘

×
荘

×
荘

×
荘

×
荘
下
欄
外
、
墨
筆
「
庄
」

2
5a

2
打
虎
匠

打
虎
將

○
○

×
×

×
×

×
行
間
、
墨
筆
「
將
」

3
第
4
回
5b

12
／
／
／
／

塵
世
艱
辛

○
○

○
○

○
○

○
行
間
、
墨
筆
「
塵
世
艱
辛
」

4
8a

6
善
哉

鱔
哉

○
○

×
×

○
×

欠
行
間
、
墨
筆
（「
善
」
の
左
側
に
「
魚
」
を
書
き
足
し
た
）

6
9a

12
舀
冷
酒
吃

舀
杳
冷
酒
吃
／

杳
冷
酒
吃

×
舀

▲
×
舀

×
舀

▲
×
舀

×
舀

行
間
、
朱
筆
「
杳
」。
和
刻
本
は
「
舀
杳
着
那
冷
酒
吃
」、

無
窮
会
蔵
本
は
「
舀
杳
着
那
冷
酒
喫
」
と
な
る
。
完
全
に

一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
杳
」
は
和
刻
本
に

し
か
確
認
で
き
な
い
。

7
14b

8
坍
了
亭
子
半
邉
搨
了
亭
子
半
邉
×
（
土

＋
難
）
▲
塌

×
坍

×
坍

▲
塌

×
坍

×
坍
下
欄
外
、
朱
筆
。
和
刻
本
の
「
塌
」
の
土
偏
を
誤
っ
て
手

偏
に
し
て
し
ま
っ
た
か
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回
数
丁
数
行
数

原
文

校
勘
後

70回
和
刻
本
容
與
堂
四
知
館
無
窮
会
芥
子
園
120回

備
考

8
17b

去
這
箇
去
豦

到
這
箇
去
豦

×
●

×
×

●
×

×
下
欄
外
、
朱
筆
「
到
」

9
第
5
回
9b

12
／
／
了

喫
飽
了

○
○

×
×

○
○

○
上
欄
外
、
墨
筆
「
喫
飽
」

10
12a

4
一
代
草
木

一
帯
草
木

○
○

×
×

○
×

×
下
欄
外
、
朱
筆
「
帯
」

11
第
6
回
9a

10
両
下
金
剛
形
勢

猛
両
下
金
剛
形
勢

猛
烈

ナ
シ

○
×

×
○

○
○

下
欄
外
、
朱
筆
「
猛
下
一
〈
有
〉
烈
字
」

12
第
9
回
4b

1
般
東
般
西

搬
東
搬
西

○
○

×
×

○
○

○
下
欄
外
、
朱
筆
「
搬
」

13
第
10回

8b
1
（
扌
＋
戳
）
倒

差
撥

擉
倒
差
撥

×
○

×
×

○
○

×
上
欄
外
、
朱
筆
「〈（
扌
＋
戳
）〉
一
作
擉
音
觸
」

14
第
12回

2b
8
上
山
寨
權
會

上
山
寨
相
會

○
○

○
○

○
○

○
下
欄
外
、
朱
筆
「
相
」

15
4b

12
牛
二
×
在
街
上
牛
二
専
在
街
上
○

○
○

○
○

○
○

下
欄
外
、
墨
筆
「
専
」

16
5a

5
三
百
文

三
十
文

○
○

×
×

○
○

○
上
欄
外
、
朱
筆
「
百
一
作
十
」

17
第
13回

4a
7
大
明
／
／
守
司
大
明
府
留
守
司
○

○
○

○
○

○
○

下
欄
外
、
朱
筆
「
府
留
」

18
10a

6
一
箇
出
西
門
分

投
（
廴
巛
）
捕

一
箇
出
西
門

〈
一
〉
箇
出
東

門
分
投
（
廴

巛
）
捕

○
○

×
×

○
○

○
上
欄
外
、
朱
筆
「〈
一
〉
箇
出
東
門
」

19
第
14回

1a
11
／
條
索
子

把
條
索
子

○
○

○
○

○
○

○
下
欄
外
、
朱
筆
「
把
」

20
4b

12
保
×
厚
意

保
正
厚
意

○
○

○
○

○
○

○
上
欄
外
、
墨
筆
「
正
」

21
9a

1
却
待
正
要
来

却
保
正
要
来

×
●

×
×

×
×

×
上
欄
外
、
朱
筆
「
待
一
作
保
」

22
9b

9
這
一
夢
不
凡
也

非
同
小
可

這
一
夢
也
非
同

小
可

○
○

×
×

○
○

○
上
欄
外
、
朱
筆
「
無
不
凡
字
」

23
第
15回

1b
1
石
碣
／
／

石
碣
村
住
 

○
○

○
○

○
○

○
下
欄
外
、
墨
筆
「
村
住
」

24
1b

2
阮
／
／

阮
弟
兄
 

○
○

○
○

○
○

○
下
欄
外
、
墨
筆
「
弟
兄
」

25
1b

3
阮
／
／

阮
小
二

○
○

○
○

○
○

○
下
欄
外
、
墨
筆
「
小
二
」

26
1b

4
小
生
／

小
生
舊

○
○

○
○

○
○

○
下
欄
外
、
墨
筆
「
舊
」

27
3a

6
下
船
坐
了

下
船
去
了

○
○

×
×

○
○

○
上
欄
外
、
朱
筆
「
去
」

28
7b

5
一
片
糊
突

一
片
糊
塗

○
○

×
×

○
○

○
下
欄
外
、
朱
筆
「
塗
」
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石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一
側
面
（
孫
）

29
第
47回

10b
1
只
見
店
内
把
朴

刀
（
金
＋
倉
）

又
挿
在

只
見
各
店
内
都

把
刀
（
金
＋

倉
）
挿
在

○
該
当
ナ
シ
×

×
○

○
○

行
間
、
朱
筆
「
各
、
都
」。
原
文
「
朴
、
又
」
の
上
に
は

朱
筆
に
よ
る
斜
め
の
記
号
が
見
ら
れ
る

30
10b

9
祝
家
荘
村

祝
家
村

○
×

×
○

○
○

原
文
「
荘
」
の
上
に
、
朱
筆
に
よ
る
斜
め
の
記
号

31
11a

5
若
是

便
是

●
×

×
×

×
×

行
間
、
朱
筆
「
便
」

32
11a

6
有
首
詩
説

有
旧
人
説

●
舊
人

×
×

×
×

×
行
間
、
朱
筆
「
旧
人
」

33
11a

12
拜
謝

便
謝

×
×

×
×

×
×

行
間
、
朱
筆
「
便
」

34
11b

8
即
當

改
日
當

○
×

×
○

○
○

行
間
、
朱
筆
「
改
日
」

35
12a

5
荘
上
大
官

荘
上
官
人
們

○
×

×
○

○
○

下
欄
外
、
朱
筆
「
人
們
」

36
12a

10
騎
戦
馬

騎
着
馬

●
×

×
×

×
×

行
間
、
朱
筆
「
着
」

37
12a

11
全
付
披
掛
了
弓

箭
全
副
披
掛
跨
弓

箭
●

×
×

×
×

×
行
間
、
朱
筆
「
副
、
跨
」

38
12b

1
這
官
人

這
箇
人

●
×

×
×

×
×

行
間
、
朱
筆
「
箇
」

39
12b

8
（
廴
+
巛
）
檢
（
廴
+
巛
）
簡
●

×
×

×
×

×
行
間
、
朱
筆
「
簡
」

40
13a

8
催
儧
前
軍

催
（
走
＋
賛
）

前
軍

○
×

×
○

○
○

行
間
、
朱
筆
（「
儧
」
の
人
偏
の
上
に
「
走
」
を
書
き
足

し
た
）

41
13a

8
火
剌
剌

火
拉
々

●
×

×
×

×
×

行
間
、
朱
筆
「
拉
々
」

42
13b

6
你
都
跟
我
来

你
們
都
跟
我
来
○

×
×

○
○

○
行
間
、
朱
筆
「
們
」

43
13b

7
説
由
未
了

説
犹
未
了

○
猶

×
×

○
猶

○
猶

○
猶
行
間
、
朱
筆
「
犹
」

44
13b

8
弩
箭
如
雨

弓
箭
如
雨

×
×

×
×

×
×

行
間
、
朱
筆
「
弓
」

45
13b

9
宋
江
道
取
舊
路
宋
江
急
取
舊
路
○

×
×

○
○

○
行
間
、
朱
筆
「
急
」

46
14a

2

怎
迯
出
地
網
天

羅
直
𩜙
班
馬
才

能
難
脱
龍
潭
虎

穴
正
是

怎
迯
出
地
網
天

羅
正
是

○
×

×
○

○
○

原
文
「
直
𩜙
、
穴
」
の
上
に
朱
筆
の
一
重
カ
ギ
括
弧
が
確

認
で
き
る




